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★…人の動き…★　3月1日現在（前月比）

 男：17,430 人 女：18,788 人　　 

 計：36,218 人（+31 人）

 世帯数：12,771 戸（+23 戸）



�広報「 」平成 21 年 4 月号

市役所へのお問い合わせは、新庄庁舎  ☎（69）3001 ／ 當麻庁舎 ☎（48）2811

公債費
38,250 円

54.6
％

45.4
％

県支出金
（市が行う特定の事業などに対し
　　県が交付するお金）
　　　　5億9946万3千円

使用料及び手数料
（市施設の使用料や住民票

の交付手数料など）
1億8950万1千円

分担金及び負担金
（特定の利益を受ける人から

徴収するお金、保育料等）
1億5430万2千円

繰入金
（基金（市の貯金）から

取り崩すお金）
8億7029万4千円

その他
（繰越金、財産収入など）

2億6701万1千円

市税
(市民税、固定資産税など)

42億5695万円

その他
（地方消費税交付金など）
5億7200万円 その他（災害による被害の復旧などに）

6120万7千円

議会費（議会の運営や議員の報酬に）
1億7099万2千円

農林商工費
（農林畜産業、商工業や観光などに）
3億7698万7千円

消防費（消防活動などに）
4億4965万7千円

市税
(市民税、固定資産税など)

42億5695万円

地方交付税
（所得税等の一部から地方公共団体

に交付されるお金）
31億8000万円

地方交付税
（所得税等の一部から地方公共団体

に交付されるお金）
31億8000万円

地方交付税
（所得税等の一部から地方公共団体

に交付されるお金）
31億8000万円

国庫支出金　　　　　　　　
    （市が行う特定の事業などに
　　　 対し国が交付するお金）

12億8277万9千円

市税
(市民税、固定資産税など)

42億5695万円

土木費
（道路整備や公園管理などに）
21億2854万2千円

土木費
（道路整備や公園管理などに）
21億2854万2千円

土木費
（道路整備や公園管理などに）
21億2854万2千円

民生費
（社会福祉や高齢者、児童福祉などに）
35億530万3千円

民生費
（社会福祉や高齢者、児童福祉などに）
35億530万3千円

民生費
（社会福祉や高齢者、児童福祉などに）
35億530万3千円

教育費
（学校教育や社会教育に）
18億9656万4千円

教育費
（学校教育や社会教育に）
18億9656万4千円

教育費
（学校教育や社会教育に）
18億9656万4千円

総務費
（市の財産管理や戸籍、税務などに）
12億3858万9千円

総務費
（市の財産管理や戸籍、税務などに）
12億3858万9千円

総務費
（市の財産管理や戸籍、税務などに）
12億3858万9千円

衛生費
（保健や環境、ゴミの処理などに）
14億81万6千円

衛生費
（保健や環境、ゴミの処理などに）
14億81万6千円

衛生費
（保健や環境、ゴミの処理などに）
14億81万6千円

公債費
（市が借りたお金の返済に）
13億8534万3千円

公債費
（市が借りたお金の返済に）
13億8534万3千円

公債費
（市が借りたお金の返済に）
13億8534万3千円

一般会計 126 億 1400 万円（前年度比 4％増）一般会計 126 億 1400 万円（前年度比 1.1％減）

歳歳 歳入 歳歳 歳出

市民１人当たりの
　 市税負担額

117,537 円

市民税
53,298 円

固定資産税
56,961 円

軽自動車税
  1,646 円

市たばこ税
  5,632 円

市民１人あたり
　　に使われるお金

348,280 円

民生費
96,784 円  

土木費
58,770 円

教育費
52,365 円

衛生費
38,678 円

消防費
12,415 円

農林商工費
10,409 円

議会費
  4,721 円

その他
  1,690 円

総務費
34,198 円

※市民 1人あたりの金額
　その年度の　　平成 21年 3月 1日

　 総合計　　　　現在人口　36,218 人

自主財源
　市税、使用料など、市が自ら収納、徴収できる財源のこと。
安定した行政運営には、歳入総額に対する割合が大きいほど望ましい。
依存財源
　自主財源に対して、地方交付税や国庫支出金など国や県の基準により
交付されたり割り当てられたりする収入のこと。

市の予算を
　見てみよう
市の予算を
　見てみよう
市の予算を
　見てみよう
　平成 21 年度の一般会計と 9 つの特別会計及び水道事業会計の予算が

まとまり、平成 21 年第 1 回葛城市議会定例会に提案されました。

用 語 の 説 明

お問い合わせ　総務財政課

予
算

市債
（事業を行うために国や

金融機関から借りるお金）
12億4170万円

市債
（事業を行うために国や

金融機関から借りるお金）
12億4170万円

市債
（事業を行うために国や

金融機関から借りるお金）
12億4170万円

予算額
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　当初予算規模は、総額で 215 億 3724 万 1 千円となり、一般会計当初予算については 126 億 1400 万円で、

前年度当初予算と比較して 1 億 4300 万円、1.1％の減となりました。

< 一般会計の歳入 >　主なものは ･･･

●市税全体で 1 億 6950 万円の減
　市税全体で 42 億 5695 万円、前年比 3.8％の減と見込ん
でいます。
　　・個人の市民税【16 億 380 万円】
　　　　（前年比 2050 万円の増、+1.3％）
　　　　世帯の増加などによる。
　　・法人市民税【3 億 2655 万円】
　　　　（前年比 1 億 9000 万円の減、▲ 36.8％）
　　　　主要企業の収益などの落ち込みによる。
　　・固定資産税【20 億 6300 万円】
　　　　（前年比 100 万円の増、± 0.0％）
　　　　家屋は評価替えの年で減収、償却の設備投資な
　　　　どの増による。
　　・軽自動車税【5960 万円】
　　　　（前年比 200 万円の増、+3.5％）
　　・市たばこ税【2 億 400 万円】
　　　　（前年比 300 万円の減、▲ 1.4％）
　　　　健康志向などによる売上本数の落ち込みによ
　　　　る。

●地方交付税は 3 億 5000 万円の増
　地方交付税は 31 億 8000 万円を計上しておりますが、法
人市民税の減などの理由により、前年比 3 億 5000 万円、
12.4％の増となっています。

●基金の取崩しは 4 億 6970 万 6 千円の減
　財源調整として基金の取崩しを計上していますが地方交付
税の増等もあり、取崩し額は 8 億 7029 万 4 千円と、前年比
35.1％の減となっています。

●市債は 4280 万円の減
　市債は 12 億 4170 万円で前年比 4280 万円、3.3％の減と
なっています。

< 一般会計の歳出 >　性質別にみれば ･･･

●人件費は 4933 万 2 千円の減
　職員の減少等により人件費については 26 億 9508 万 5 千
円で、前年比 1.8％の減となっています。

●社会保障制度に基づく給付等の扶助費は
　　1 億 4211 万 7 千円の増
　扶助費は 16 億 3864 万 7 千円で、生活保護費等の増加に
より前年比 9.5％の増となっています。

●公債費は 6427 万 4 千円の減
　市債の元金償還、利子償還などにあたる公債費は、市債の
抑制を行ってきたことなどにより 13 億 8526 万 6 千円で、
前年比 4.4％の減となっています。

　人件費、扶助費、公債費を合わせた義務的経費は 57 億
1899 万 8 千円で、前年比 2851 万 1 千円、0.5％の増とな
りました。

●投資的経費では
　　尺土駅前周辺整備事業費
　　新クリーンセンター建設事業費を計上
　投資的経費は 20 億 8626 万 2 千円で、尺土駅前周辺整備
事業費、新クリーンセンター建設事業費で新たな増となりま
すが、街路事業費等の減により前年比 11.4％の減となって
います。

※自主財源と依存財源との区分では、自主財源が 57 億
3805 万 8 千円で、前年と比較して市税などの減少により 6
億 3327 万 8 千円、9.9％の減、依存財源が 68 億 7594 万 2
千円で、地方交付税などの増加により前年比 4 億 9027 万 8
千円、7.7％の増となり、自主財源比率は 45.4％と前年より
4.5 ポイント下がりました。

■　平成 21 年度　特別会計及び水道事業会計予算額 （単位：千円）

会　　計　　名 平成 21 年度予算額 平成 20 年度予算額 増　　減　　額
国民健康保険特別会計 3,330,000 3,375,000 ▲ 45,000  
老人保健特別会計 7,350 376,600 ▲ 369,250
後期高齢者医療保険特別会計 263,000 283,500 ▲ 20,500
介護保険特別会計（保険事業勘定）
　　　　（介護サービス事業勘定）

1,813,400
12,560

1,925,000
16,500

▲ 111,600
▲ 3,940

下水道事業特別会計 2,180,000 3,292,700 ▲ 1,112,700
学校給食特別会計 280,000 275,300 4,700
住宅新築資金等貸付金特別会計 2,140 2,390 ▲ 250
霊苑事業特別会計 37,360 11,950 25,410
葛城市・広陵町介護認定審査会特別会計 15,810 16,630 ▲ 820

会　　計　　名 平成 21 年度予算額 平成 20 年度予算額 増　　減　　額

水道事業会計

収益的収入 770,834 778,953 ▲ 8,119
収益的支出 724,613 733,241 ▲ 8,628
資本的収入 71,700 140,581 ▲ 68,881
資本的支出 257,008 438,536 ▲ 181,528
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平成 21 年度の主な事業の内容
①　市民の皆様といっしょに取り組む、

新しいまちづくり
■　防犯灯設置助成事業：拡充（2,300）
　大字間の防犯灯新設工事に対する補助率を引き上げて、安全
なまちづくりを進めます。

■　土砂災害の緊急対応訓練実施事業：新規（350）
　各大字及び自主防災組織の皆様とともに土砂災害の緊急対応
訓練を実施します。

■　耐震診断助成事業：継続（600）
　安全・安心なまちづくりを進めるため、個人の木造住宅の耐
震診断を全額公費負担で支援します。

■　耐震改修工事助成事業：新規（600）
　安全・安心なまちづくりを進めるため、個人の木造住宅の耐
震改修費用に対して助成します。

■　新庄駅前通り線整備事業：継続（121,902）
　新庄駅前通り線の整備については、来年度完成に向けて取り
組みます。

■　まちづくり交付金事業：継続（288,060）
　都市再生整備計画による JR 大和新庄駅周辺の整備事業につ
いては、幹線道路整備事業と土地区画整理事業を進めます。

■　疋田本線道路整備事業：継続（113,912）
　本年度で完了します。

■　尺土駅前周辺整備事業：新規（152,666）
　事業推進に向け関係者のご理解とご協力をいただきながら、
本年度より事業を進めます。

■　新クリーンセンター建設事業：新規（218,499）
　新クリーンセンターについては、統合改修に向けての用地選
定等に着手します。

②　安心して子育てができるまち、
人づくりはまちづくり

■　児童安全パトロール事業：継続（4,215）
　子どもの安全を確保できる地域づくりを行うために、シルバー
人材センターに委託して、毎日 15 人体制で下校時間に合わせて
の引率や巡視を実施して子ども達の安全を守ります。

■　学校施設整備事業：新規（545,898）
・新庄中学校校舎地震補強・大規模改造工事
・當麻小学校北館棟地震補強・大規模改造工事
・當麻小学校屋内運動場地震補強・大規模改造工事の実施設計

■　新庄小学校区学童保育所建設事業：新規（47,931）
　新庄小学校区学童保育所の登録人数の増加に伴い、新しく学
童保育所を建設します。

■　ファミリーサポート事業：新規（135）
　子育て中の親が、仕事と子育てを両立し安心して働くことが
できる環境づくりを進めるために「ファミリー・サポート・
クラブ」を発足させます。

■　保育所英語ふれあい体験事業：継続（1,028）
　市立保育所において、4・5 歳児に英語とふれ合う体験保育を
実施して、保育サービスの充実を図ります。

■　ALT（外国語指導助手）の配置：継続（20,699）
　全幼稚園、小・中学校で、ALT（外国語指導助手）を配置し
た英語教育活動を実施します。

■　放課後学習チューター事業：継続（420）
　中学生の学力向上のため、現役大学生を両中学校に原則とし
て週 1 日、3 人ずつ派遣して、学習支援や学習相談を実施します。

■　適応指導教室「ふたかみ教室」の充実：継続（8,700）
　不登校児童・生徒の学習を保障し、学校復帰を図る場として
設置した「ふたかみ教室」には、教育相談室長が常駐し、指導
員とともに通級児童、生徒の指導にあたり、加えて教育相談業
務を展開します。

③　徹底した情報公開による
「市民が主役」のまちづくり

■　タウンミーティング実施事業：新規
　これまでの「市政モニター制度」に代えて、市民の皆様と市
長が直接対面し、気軽に何でも語り合えるタウンミーティング
を実施します。

■　行財政改革：継続
　市役所の仕事をすべて洗い直して、必要なもの、不必要なも
の、民間にお任せするものに事業仕分けを行い、行政改革を進
めます。

■　職員の能力向上：継続（1,662）
　人材育成基本方針に基づき、市町村アカデミーなどの研修機
関での研修に加えて、公務員に欠けているといわれる経営感覚
を身に付けるため、民間企業への派遣研修など新たな視点に
立った研修を取り入れます。

④　心豊かな人が育ち、
誰もが生きがいをもって過ごすまちづくり

■　乳幼児等医療助成事業：拡充（53,000）
　小学校就学前までの乳幼児を対象に助成していましたが、子
育て家庭への経済的支援の拡充を図るため、対象年齢を小学校
修了時まで引き上げ、本年 4 月受診分からは入院と歯科診療分
に助成します。

■　妊婦一般健康診査公費負担事業：拡充（21,220）
　母体や胎児の健康確保を図る上で重要な妊婦一般健康診査の
公費負担を、5 回から 14 回に増やし、すこやかな妊娠と出産を
支援します。

■　各種健（検）診事業：継続（19,445）
　胃がん等の早期発見、早期治療のため、各種健（検）診を実
施して市民の健康づくりを進めます。

■　健康診査及び保健指導事業：継続（18,838）
　生活習慣病の予備軍を早期に発見するため、健康診査を実施
し、保健指導の対象者には「きらり・スマート講座」等、各種
講座を積極的に開催し、生活習慣病の予防を一層強化します。

⑤　自然や歴史遺産の豊かさと、
住みよさが共存するまちづくり

■　中小企業資金融資制度：拡充（11,610）
　中小企業者を支援するため、融資の斡旋や保証料等を助成し
ますが、中小企業資金融資制度については、融資枠を 2 億円か
ら 3 億円に増額を行い、中小企業経営者を支援します。

■　観光の振興事業：継続（5,465）
　2010 年に開催される平城遷都 1300 年事業による奈良県へ
の観光客を本市へ誘致できるよう、二上山、當麻寺といった観光
資源を中心に積極的にアピールします。

■　相撲館事業：継続
　「相撲甚句の日」として「けはや相撲甚句会」による相撲甚句
の披露と公開練習を定期的に実施します。
　また、田子ノ浦部屋や近隣の相撲道場による「ふれあい大相
撲けはや座場所」を本年度も開催します。

■　里山林機能回復整備事業：継続（182）
　放置された里山林をボランティア団体が整備することにより、
地域の景観や森林機能の回復を図ります。

■　奈良の元気な森林づくり推進事業：継続（1,432）
　長期にわたり放置された人工林を間伐整備することにより、
自然環境の保全と、森林が有する水源のかん養等の機能回復を
図ります。

■　農業農村総合整備事業：継続（134,080）
　農業生産基盤の整備や農村生活環境の改善を図るため、農道
整備、水路整備、ため池改修などの事業を進めます。

予算額（千円）
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葛
城
市
長

山  

下  

和  

弥

し
せ
い
ほ
う
し
ん

施
政
方
針

　

平
成
21
年
第
1
回
葛
城
市
議
会
定
例
会
の
開

会
に
あ
た
り
、
議
員
の
皆
様
の
ご
健
勝
を
心
か

ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
平
素
よ

り
市
政
の
推
進
に
ご
尽
力
い
た
だ
い
て
お
り
ま

す
こ
と
に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
こ
に
平
成
21
年
度
当
初
予
算
案
を
は
じ
め

重
要
案
件
の
ご
審
議
を
お
願
い
す
る
わ
け
で
ご

ざ
い
ま
す
が
、
市
政
に
取
り
組
む
私
の
所
信
を

ま
ず
申
し
述
べ
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
議
員
の
皆

様
を
は
じ
め
市
民
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
支
援

を
賜
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

　

私
は
、
昨
年
10
月
26
日
の
市
長
選
挙
に
お
き

ま
し
て
市
民
の
皆
様
か
ら
ご
支
持
と
ご
信
任
を

賜
り
、
葛
城
市
政
を
担
わ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
も
ひ
と
え
に
私
を
ご
支

援
い
た
だ
き
ま
し
た
市
民
の
皆
様
の
お
陰
と
、

心
よ
り
感
謝
を
申
し
上
げ
る
次
第
で
ご
ざ
い
ま

す
。

　

こ
の
4
ヶ
月
の
市
長
と
い
う
職
務
を
通
し

て
、
改
め
て
そ
の
職
責
の
重
さ
を
痛
感
す
る
と

と
も
に
、
私
に
賜
り
ま
し
た
市
民
の
皆
様
の
ご

期
待
に
全
力
で
お
応
え
し
た
い
と
、
決
意
を
新

た
に
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

ま
た
1
月
下
旬
か
ら
開
催
さ
せ
て
い
た
だ
い
て

お
り
ま
す
「
大
字
懇
談
会
」
を
は
じ
め
と
し

て
、
市
民
の
皆
様
と
直
接
対
話
さ
せ
て
い
た
だ

け
る
様
々
な
機
会
に
お
き
ま
し
て
、
皆
様
方
か

ら
頂
戴
致
し
ま
す
ご
意
見
・
ご
提
言
に
つ
き
ま

し
て
は
可
能
な
限
り
市
政
に
反
映
で
き
ま
す
よ

う
、
今
後
一
層
努
力
し
て
ま
い
り
た
い
と
存
じ

ま
す
。

　

本
日
上
程
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
平
成
21
年

度
当
初
予
算
案
は
、
出
馬
に
際
し
市
政
へ
の
想

い
と
し
て
表
明
申
し
上
げ
た
「
明
る
い
葛
城
市

づ
く
り
の
た
め
の
5
ヶ
条
」
プ
ラ
ン
の
取
り
組

み
の
第
一
歩
と
な
る
も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。
本

日
こ
の
議
会
に
上
程
さ
せ
て
い
た
だ
け
る
こ
と

に
ま
ず
感
謝
を
申
し
上
げ
、
改
め
て
皆
様
方
の

ご
理
解
と
ご
協
力
、
ご
支
援
を
お
願
い
申
し
上

げ
る
次
第
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

さ
て
、
現
在
国
で
示
さ
れ
て
お
り
ま
す
地
方

財
政
に
関
す
る
各
種
方
針
に
お
き
ま
し
て
は
、

「
経
済
財
政
改
革
の
基
本
方
針
2
0
0
8
」
を

踏
ま
え
、
地
方
公
共
団
体
に
対
し
、
国
の
徹
底

し
た
歳
出
の
見
直
し
に
歩
調
を
合
わ
せ
、
自
助

努
力
に
よ
り
、
地
方
公
務
員
人
件
費
、
地
方
単

独
事
業
等
、
地
方
歳
出
全
般
に
つ
い
て
、
地
方

財
政
計
画
の
歳
出
規
模
を
引
き
続
き
抑
制
す
る

こ
と
を
強
く
求
め
て
お
り
ま
す
。

　

地
方
財
政
を
取
り
巻
く
情
勢
は
依
然
と
し
て

非
常
に
厳
し
く
、
地
方
行
財
政
の
運
営
に
あ
た

り
ま
し
て
は
、
地
方
分
権
改
革
の
推
進
に
伴
い

自
己
決
定
・
自
己
責
任
の
も
と
簡
単
で
効
率
的

な
行
財
政
シ
ス
テ
ム
の
構
築
が
求
め
ら
れ
て
お

り
ま
す
と
と
も
に
、「
地
方
公
共
団
体
の
財
政

の
健
全
化
に
関
す
る
法
律
」
の
施
行
に
よ
り
徹

底
し
た
情
報
開
示
の
も
と
、
自
主
的
な
改
善
努

力
に
よ
る
財
政
健
全
化
が
求
め
ら
れ
て
お
り
ま

す
。

　

本
市
の
財
政
状
況
を
見
通
し
た
場
合
、
平
成

19
年
度
決
算
に
お
き
ま
し
て
は
、
歳
入
面
で
、

国
か
ら
地
方
へ
の
税
源
移
譲
、
定
率
減
税
の
廃

止
及
び
一
時
的
な
法
人
税
の
増
収
に
伴
い
市
税

収
入
が
増
加
し
た
も
の
の
、
所
得
譲
与
税
の
廃

止
、
臨
時
財
政
対
策
債
の
減
少
等
が
あ
り
、
制

度
的
な
も
の
、
一
時
的
な
も
の
を
除
け
ば
、
本

市
の
裁
量
に
よ
っ
て
使
用
で
き
る
一
般
財
源
の

収
入
は
減
少
の
一
途
に
あ
り
、
基
金
取
り
崩
し

に
よ
る
対
応
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
ご

ざ
い
ま
す
。

　

一
方
歳
出
面
に
お
き
ま
し
て
は
、
医
療
費
等

を
は
じ
め
扶
助
費
、
各
特
別
会
計
へ
の
繰
出
金
、

新
市
建
設
計
画
に
伴
う
普
通
建
設
事
業
費
等
が

増
加
し
て
お
り
、
本
市
の
財
政
構
造
は
弾
力
性

が
失
わ
れ
つ
つ
あ
り
、
厳
し
い
財
政
運
営
が
強

い
ら
れ
て
い
る
の
が
現
状
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

加
え
て
本
年
度
は
、
ア
メ
リ
カ
に
端
を
発
し

た
金
融
危
機
に
よ
り
我
が
国
の
実
体
経
済
は
大

き
な
打
撃
を
受
け
、
そ
の
影
響
に
よ
り
本
市
に

お
き
ま
し
て
も
、
法
人
税
に
つ
き
ま
し
て
は
大

平
成
21
年
度
ま
ち
づ
く
り
施
策
に
つ
い
て
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幅
な
減
収
が
見
込
ま
れ
る
と
と
も
に
、
歳
出
面

に
お
い
て
は
、
扶
助
費
、
繰
出
金
、
新
市
建
設

計
画
に
伴
う
普
通
建
設
事
業
費
等
の
増
額
が
見

込
ま
れ
る
等
、
深
刻
な
財
源
不
足
が
予
測
さ
れ

る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
情
勢
の
中
で
、
本
市
が
ど
の
よ

う
な
方
針
を
と
る
べ
き
で
あ
る
の
か
、
今
一
度

原
点
に
立
ち
返
り
、
ま
た
基
礎
体
力
を
測
定
す

る
た
め
全
事
業
の
見
直
し
を
行
う
べ
く
予
算
編

成
作
業
に
着
手
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
と

は
い
え
、
如
何
せ
ん
就
任
間
も
な
く
の
予
算
編

成
で
あ
り
、
ま
た
既
存
の
継
続
事
業
に
つ
き
ま

し
て
は
国
・
県
の
補
助
金
確
定
後
の
編
成
作
業

で
も
あ
っ
た
た
め
、
際
立
っ
た
特
色
を
見
出
す

こ
と
が
で
き
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
そ
の

中
で
も
新
規
事
業
と
し
て
子
育
て
世
代
の
負
担

軽
減
に
つ
な
が
る
事
業
や
、
本
市
の
中
長
期
的

な
発
展
に
寄
与
す
る
事
業
を
ピ
ッ
ク
・
ア
ッ
プ

し
て
予
算
化
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

そ
れ
で
は
、
新
年
度
の
主
要
な
施
策
に
つ
き

ま
し
て
、
そ
の
概
要
を
ご
説
明
申
し
上
げ
ま
す
。

第
1　

市
民
の
皆
様
と
い
っ
し
ょ
に
取
り
組
む
、

新
し
い
ま
ち
づ
く
り　

（
市
民
の
安
全
の
確
保
）

　

ま
ず
、
青
色
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
に
つ
き
ま
し

て
は
、
本
年
度
も
引
き
続
き
、
高
田
地
区
地
域

安
全
推
進
委
員
の
皆
様
の
ご
協
力
の
も
と
実
施

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

次
に
、
防
犯
灯
の
設
置
補
助
に
つ
き
ま
し
て

は
、
大
字
間
の
新
設
工
事
に
対
す
る
補
助
率
の

引
き
上
げ
を
行
い
、
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
て
ま
い
り
ま
す
。

（
自
然
災
害
や
火
災
等
へ
の
安
全
性
の
向
上
）

　

ま
ず
、「
葛
城
市
防
災
計
画
」
に
基
づ
き
ま

し
て
災
害
発
生
時
に
迅
速
か
つ
適
切
な
対
応
が

で
き
る
よ
う
、
緊
急
時
の
職
員
参
集
訓
練
を
行

う
と
と
も
に
、
各
大
字
及
び
自
主
防
災
組
織
の

皆
様
と
と
も
に
土
砂
災
害
の
緊
急
対
応
訓
練
を

実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

次
に
、
一
般
木
造
住
宅
の
耐
震
化
に
つ
き
ま

し
て
は
昨
年
度
に
引
き
続
き
耐
震
診
断
支
援
事

業
を
個
人
負
担
な
し
で
実
施
す
る
と
と
も
に
、

新
た
に
耐
震
改
修
工
事
助
成
事
業
を
実
施
し
、

自
然
災
害
の
発
生
に
備
え
た
安
全
な
ま
ち
づ
く

り
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

次
に
、
住
宅
火
災
の
予
防
強
化
を
図
る
た
め
、

高
齢
者
宅
へ
の
防
火
訪
問
、
幼
稚
園
等
で
の
防

火
教
育
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、「
住
宅
用
火

災
警
報
器
」
の
設
置
に
向
け
啓
発
活
動
を
進
め

て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
自
主
防
災
組
織
及
び

各
大
字
を
中
心
と
し
た
地
域
の
消
防
防
災
訓
練

を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

（
市
民
生
活
の
安
心
感
の
向
上
）

　

ま
ず
、
架
空
請
求
、
悪
徳
商
法
等
の
苦
情
相

談
に
対
応
す
る
た
め
の
消
費
者
相
談
窓
口
に
つ

き
ま
し
て
は
、
相
談
回
数
を
本
年
度
よ
り
毎
月

2
回
か
ら
3
回
に
増
や
し
、
消
費
者
ト
ラ
ブ
ル

の
拡
大
防
止
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、

若
年
者
へ
の
就
職
支
援
と
し
て
、
就
業
に
関
す

る
無
料
相
談
も
実
施
致
し
ま
す
。

　

次
に
、「
無
料
法
律
相
談
」
に
つ
き
ま
し
て

は
、
複
雑
化
す
る
社
会
情
勢
に
伴
い
相
談
件
数

も
増
加
し
て
お
り
ま
す
が
、
本
年
度
も
引
き
続

き
新
庄
庁
舎
と
當
麻
文
化
会
館
で
、
弁
護
士
に

よ
る
無
料
相
談
所
を
毎
月
1
回
ず
つ
開
設
致
し

ま
す
。
ま
た
併
せ
て
奈
良
県
弁
護
士
会
の
中
南

和
法
律
相
談
セ
ン
タ
ー
も
ご
利
用
い
た
だ
き
、

市
民
の
皆
様
の
不
安
や
心
配
ご
と
の
解
消
に
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。

（
快
適
な
生
活
環
境
の
保
全
）

　

ま
ず
、
本
市
の
美
し
い
ま
ち
づ
く
り
と
生
活

環
境
を
保
全
す
る
た
め
、
違
反
簡
易
広
告
物
追

放
推
進
団
体
に
よ
る
張
り
紙
、
張
り
札
等
の
除

却
活
動
や
市
内
一
斉
清
掃
等
の
清
掃
活
動
の
推

進
、
不
法
投
棄
の
監
視
体
制
の
強
化
を
、
市
民

の
皆
様
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
実
施
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、「
葛
城
市
産
業
廃
棄
物
処
理
施
設
及

び
設
備
の
設
置
等
の
指
導
に
関
す
る
条
例
」
に

よ
り
、
産
業
廃
棄
物
を
取
り
扱
う
事
業
者
に
対

し
て
指
導
を
行
い
適
正
な
処
理
を
推
進
し
て
ま

い
り
ま
す
。

　

次
に
、
循
環
型
社
会
へ
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
は
分
別
収
集
の
促
進
、
減
量
化
が
重
要
で
あ

り
、
生
ゴ
ミ
処
理
機
の
購
入
補
助
制
度
を
は
じ

め
、
再
生
資
源
集
団
回
収
助
成
制
度
の
施
策
も

引
き
続
き
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
既

存
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
に
つ
き
ま
し
て
は
、
統

合
改
修
に
向
け
て
の
用
地
選
定
等
に
着
手
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　

次
に
、
地
球
温
暖
化
ガ
ス
の
排
出
抑
制
と
し

て
、
化
石
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
依
存
し
な
い
太
陽
光
、

木
質
バ
イ
オ
マ
ス
、
風
力
等
、
本
市
で
導
入
可

能
な
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
模
索
す
る
た
め
の
事
業

と
し
て
「
地
域
新
・
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
計
画
」
を

策
定
い
た
し
ま
す
。

　

次
に
、
下
水
道
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
本

年
度
も
管
渠
布
設
工
事
を
推
進
す
る
と
と
も

に
、
水
洗
化
率
の
向
上
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
一
昨
年
か
ら
引
き
続
き
、
高
金
利
の
地

方
債
の
公
債
費
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
下
水
道

事
業
債
の
繰
上
償
還
等
を
行
い
、
経
営
健
全
化

を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

（
日
常
生
活
の
利
便
性
の
向
上
）

　

ま
ず
、
新
庄
駅
前
通
り
線
整
備
事
業
は
、
関

係
者
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら

来
年
度
の
完
成
を
目
指
し
て
積
極
的
に
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

次
に
、
J
R
大
和
新
庄
駅
周
辺
地
域
に
お

け
る
「
都
市
再
生
整
備
計
画
」
に
つ
き
ま
し
て

も
、
関
係
者
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
き

な
が
ら
本
年
度
も
事
業
推
進
に
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。

　

次
に
、「
疋
田
本
線
」
に
つ
き
ま
し
て
は
、

全
線
完
了
を
目
指
し
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
。
仮
称
「
辨
之
庄
・
木
戸
線
」
に
つ
き
ま
し
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て
は
、
事
業
推
進
に
向
け
関
係
機
関
と
の
協
議

を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

次
に
、
尺
土
駅
前
周
辺
整
備
事
業
に
つ
き
ま

し
て
は
、
事
業
推
進
に
向
け
関
係
者
の
ご
理
解

と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
本
年
度
よ
り

事
業
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

次
に
、
国
道
1
6
5
号
線
大
和
高
田
バ
イ

パ
ス
の
事
業
進
捗
状
況
で
あ
り
ま
す
が
、
国
に

お
き
ま
し
て
は
、
辨
之
庄
及
び
大
畑
地
区
か
ら

国
道
1
6
6
号
線
ま
で
の
区
間
の
ボ
ー
リ
ン

グ
調
査
を
昨
年
度
末
に
完
了
さ
れ
、
本
年
度
に

つ
き
ま
し
て
は
道
路
設
計
を
進
め
ら
れ
る
予
定

で
ご
ざ
い
ま
す
。
県
道
橿
原
新
庄
線
に
つ
き
ま

し
て
は
、
本
年
度
は
葛
城
市
内
、
大
和
高
田
市
・

御
所
市
の
一
部
を
含
め
用
地
買
収
を
進
め
て
い

た
だ
く
予
定
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

次
に
、
公
共
バ
ス
に
つ
き
ま
し
て
は
、
一
昨

年
4
月
か
ら
「
葛
城
号
」
の
停
留
所
を
13
箇
所

に
増
設
し
、
併
せ
て
「
ミ
ニ
バ
ス
」
の
運
行
を

新
た
に
開
始
し
、
葛
城
市
社
会
福
祉
協
議
会
の

協
力
を
得
て
「
ゆ
う
あ
い
バ
ス
」
と
も
連
携
を

と
る
こ
と
で
利
便
性
の
向
上
を
図
っ
て
ま
い
り

ま
し
た
。
昨
年
8
月
に
は
利
用
者
を
対
象
に
、

12
月
に
は
無
作
為
抽
出
し
た
市
内
在
住
者
を
対

象
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
、
公
共
バ

ス
に
対
す
る
多
く
の
ご
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
皆
様
の
ご
意
見
を
参
考
に
、
今
後
も
よ
り

多
く
の
方
々
に
ご
利
用
い
た
だ
け
る
よ
う
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。

（
地
域
産
業
の
振
興
）

　

企
業
誘
致
に
つ
き
ま
し
て
は
、
忍
海
・
薑
・

新
村
地
区
の
工
業
地
域
に
お
い
て
企
業
数
社
が

工
場
建
設
に
着
手
さ
れ
、
早
期
操
業
に
向
け
工

事
が
進
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
工
業
系
ゾ
ー
ン

と
し
て
設
定
さ
れ
た
薑
・
新
村
・
新
町
地
区
に

つ
き
ま
し
て
は
、
今
後
も
県
と
の
連
携
を
取
り

な
が
ら
優
良
企
業
等
の
誘
致
を
積
極
的
に
進
め

て
ま
い
り
ま
す
。

（
心
豊
か
な
人
づ
く
り
）

　

ま
ず
、
人
権
問
題
を
は
じ
め
あ
ら
ゆ
る
差
別

の
解
消
を
目
指
し
、
啓
発
活
動
や
集
会
、
各
種

研
修
会
等
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

次
に
、
男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
に
つ
き

ま
し
て
は
、
昨
年
度
に
策
定
致
し
ま
し
た
「
男

女
共
同
参
画
基
本
計
画
」
に
基
づ
き
、
本
市
の

男
女
共
同
参
画
向
上
を
図
る
べ
く
啓
発
・
情
報

提
供
に
努
め
、「
性
別
に
と
ら
わ
れ
ず
、
一
人

ひ
と
り
の
個
性
が
輝
く　

男
女
共
同
参
画
の
ま

ち
・
か
つ
ら
ぎ
」
の
実
現
を
目
標
と
し
て
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

（
障
が
い
者
福
祉
の
充
実
）

　

障
が
い
者
福
祉
に
つ
き
ま
し
て
は
、「
障
害

者
自
立
支
援
法
」
に
基
づ
き
、
日
常
生
活
に
必

要
な
支
援
で
あ
る
「
介
護
給
付
」
や
「
訓
練
等

給
付
」
等
の
事
業
と
と
も
に
、
地
域
や
利
用
者

の
実
情
に
よ
り
実
施
す
る
地
域
生
活
支
援
事
業

を
推
進
し
、
障
が
い
者
の
方
が
自
立
し
、
安
心

し
て
暮
ら
す
こ
と
の
で
き
る
地
域
社
会
の
実
現

を
目
指
し
ま
す
。
ま
た
、
中
和
地
区
3
市
1
町

障
が
い
者
自
立
支
援
協
議
会
を
通
じ
、
そ
の
構

成
メ
ン
バ
ー
で
あ
る
関
係
機
関
、
事
業
所
等

と
の
連
携
に
よ
り
相
談
体
制
・
支
援
の
充
実
を

図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

（
生
活
保
護
受
給
者
へ
の
支
援
）

　

生
活
保
護
に
つ
き
ま
し
て
は
、
そ
の
受
給
者

が
年
々
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
が
、
自
立
支
援

を
推
進
し
て
い
く
た
め
に
も
生
活
困
窮
者
の
医

療
費
・
介
護
制
度
・
年
金
等
の
相
談
や
被
保
護

者
へ
の
訪
問
指
導
及
び
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
と
連
携

し
た
就
業
指
導
に
よ
り
、
適
切
な
助
言
を
行
っ

て
ま
い
り
ま
す
。
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安
心
し
て
子
育
て
が
で
き
る
ま
ち
、

人
づ
く
り
は
ま
ち
づ
く
り　

（
子
ど
も
た
ち
の
安
全
の
確
保
）

　

ま
ず
、
子
ど
も
た
ち
が
安
心
し
て
学
習
で
き

る
教
育
環
境
の
充
実
を
図
る
た
め
、
新
市
建
設

計
画
に
基
づ
き
、
本
年
度
は
新
庄
中
学
校
校
舎
・

當
麻
小
学
校
北
館
棟
の
地
震
補
強
・
大
規
模
改

造
工
事
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
地

震
防
災
特
別
措
置
法
の
改
正
に
伴
う
、
危
険
性

の
高
い
施
設
の
耐
震
化
を
促
進
す
る
た
め
に
有

利
な
特
例
措
置
が
設
け
ら
れ
ま
し
た
の
で
、
當

麻
小
学
校
の
屋
内
運
動
場
の
地
震
補
強
・
大
規

模
改
造
工
事
の
実
施
設
計
を
進
め
て
ま
い
り
ま

す
。

　

次
に
、
本
市
の
子
ど
も
た
ち
の
安
全
対
策
に

つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で
既
に
お
取
り
組
み

い
た
だ
い
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
が
、
市

と
致
し
ま
し
て
は
小
学
生
の
下
校
時
の
安
全
確

保
・
犯
罪
抑
制
を
図
る
た
め
、
引
き
続
き
「
児

童
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
」
を
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
に
委
託
し
、
各
校
3
人
の
15
人
体
制
で
実

施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

（
食
育
の
推
進
）

　

ま
ず
、
保
育
所
に
お
き
ま
し
て
は
、
本
年
度

も
地
元
の
野
菜
を
取
り
入
れ
、
栄
養
士
を
中
心

に
正
し
い
食
事
の
あ
り
方
、
食
べ
物
の
大
切
さ

や
感
謝
す
る
気
持
ち
等
、
乳
幼
児
期
か
ら
発
達

段
階
に
応
じ
た
「
食
育
」
の
推
進
を
様
々
な
体

験
を
通
じ
て
充
実
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

次
に
、
各
幼
稚
園
、
小
・
中
学
校
の
給
食
に

つ
き
ま
し
て
も
、「
食
育
」
の
推
進
を
図
る
と

と
も
に
、
今
後
も
調
理
・
献
立
に
工
夫
を
凝
ら

し
な
が
ら
、
安
全
で
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
栄
養

豊
か
で
魅
力
あ
る
学
校
給
食
を
提
供
し
て
ま
い

り
ま
す
。

（
地
域
で
支
え
る
子
育
て
）

　

ま
ず
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
事
業
に
つ
き

ま
し
て
は
、
子
育
て
中
の
親
が
、
仕
事
と
子
育

て
を
両
立
し
安
心
し
て
働
く
こ
と
が
で
き
る
環

境
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
、
本
年
度
か
ら
子
育

て
の
手
助
け
を
で
き
る
人
が
、
子
育
て
中
の
人

に
支
援
を
行
う
組
織
「
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー

ト
・
ク
ラ
ブ
」
が
発
足
致
し
ま
す
。
今
後
も
引
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き
続
き
、
会
員
を
募
集
し
て
子
育
て
家
庭
を
地

域
で
支
え
て
ま
い
り
ま
す
。

　

次
に
、
保
育
所
に
つ
き
ま
し
て
は
、
公
立
保

育
所
と
民
間
保
育
園
が
互
い
に
連
携
を
図
り
、

保
護
者
の
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
保
育

サ
ー
ビ
ス
の
充
実
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
ま

た
、
昨
年
度
か
ら
引
き
続
き
民
間
保
育
園
施
設

整
備
に
対
す
る
助
成
を
図
り
、
保
育
施
設
の
充

実
及
び
安
全
確
保
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

次
に
、
学
童
保
育
事
業
は
、
放
課
後
の
子
育

て
支
援
の
一
環
と
し
て
、
保
護
者
が
就
労
等
の

た
め
昼
間
家
庭
に
い
な
い
小
学
校
低
学
年
児
童

等
を
対
象
に
既
に
実
施
し
て
お
り
ま
す
。
本
年

度
は
新
庄
小
学
校
区
学
童
保
育
所
の
登
録
人
数

の
増
加
に
伴
い
、
新
し
く
施
設
を
建
設
し
さ
ら

に
運
営
の
向
上
を
図
り
、
今
後
と
も
児
童
の
健

全
な
育
成
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

（
学
校
教
育
の
充
実
）

　

本
市
の
学
校
教
育
の
基
本
方
針
で
あ
る
確
か

な
学
力
、
豊
か
な
人
間
性
、
た
く
ま
し
い
心
身

の
育
成
と
い
う
、
知
・
徳
・
体
の
三
面
で
調
和

の
と
れ
た
成
長
発
達
を
促
す
た
め
、
各
幼
稚
園
・

学
校
教
育
を
充
実
し
て
ま
い
り
ま
す
。
特
に
本

年
度
は
、
幼
稚
園
・
小
学
校
の
連
続
性
を
考
慮

し
た
英
語
教
育
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
策
定
し
、
新

学
習
指
導
要
領
に
適
切
に
対
応
で
き
る
体
制
を

整
え
て
ま
い
り
ま
す
。

（
教
育
相
談
体
制
の
充
実
）

　

幼
児
期
・
児
童
期
の
発
達
や
成
長
、
子
育
て

の
悩
み
等
に
寄
り
添
い
、
子
ど
も
た
ち
の
た
く

ま
し
い
成
長
を
図
る
た
め
、
臨
床
発
達
心
理
士

の
幼
稚
園
訪
問
回
数
を
増
や
す
と
と
も
に
、
臨

床
心
理
士
に
よ
る
学
校
訪
問
を
行
い
ま
す
。
ま

た
、
適
応
指
導
教
室
生
の
様
々
な
体
験
活
動
を

企
画
し
、
教
室
の
充
実
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

（
芸
術
文
化
活
動
の
振
興
）

　

地
域
文
化
の
振
興
に
つ
き
ま
し
て
は
、
文
化

活
動
の
拠
点
と
し
て
、
中
央
公
民
館
、
新
庄
・

當
麻
両
文
化
会
館
連
携
の
も
と
、
市
民
の
皆
様

が
文
化
・
芸
術
活
動
を
介
し
て
交
流
す
る
こ
と

に
よ
り
、「
元
気
な
ま
ち
葛
城
」
に
つ
な
が
る

よ
う
な
事
業
展
開
が
で
き
る
よ
う
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。
ま
た
、
地
域
づ
く
り
の
中
核
と
し
て

市
民
の
皆
様
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
べ
く
、
各
種

の
教
室
、
講
座
等
の
学
習
の
場
を
提
供
し
、
生

涯
学
習
に
対
す
る
学
習
意
欲
の
向
上
を
図
っ
て

ま
い
り
ま
す
。
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徹
底
し
た
情
報
公
開
に
よ
る

「
市
民
が
主
役
」
の
ま
ち
づ
く
り　

（
徹
底
し
た
行
財
政
改
革
を
行
い
な
が
ら
、

市
民
と
い
っ
し
ょ
に
ま
ち
づ
く
り
）

　

行
財
政
改
革
に
つ
き
ま
し
て
は
、
市
民
の
皆

様
の
声
を
よ
く
お
聞
き
し
、
無
駄
な
事
業
を
な

く
し
、
徹
底
し
た
改
革
を
行
い
な
が
ら
、
市
民

の
皆
様
と
と
も
に
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
ま
い

り
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
職
員
の
意
識
改
革

を
行
う
と
と
も
に
、
市
役
所
の
仕
事
を
す
べ
て

洗
い
直
し
、
必
要
な
も
の
、
不
必
要
な
も
の
、

民
間
に
お
任
せ
す
る
も
の
に
事
業
仕
分
け
を
行

い
、
順
次
効
率
化
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
と
事
務
の
専
門
性
を

よ
り
一
層
向
上
さ
せ
る
と
と
も
に
、
公
約
実
現

の
た
め
、
本
年
度
中
に
組
織
機
構
の
見
直
し
を

す
る
こ
と
に
よ
り
、
市
民
の
皆
様
に
と
っ
て
利

用
し
て
い
た
だ
き
や
す
い
市
役
所
と
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　

次
に
、
市
民
の
皆
様
か
ら
市
政
に
対
す
る
建

設
的
な
ご
意
見
・
ご
提
案
等
を
い
た
だ
き
、
ニ
ー

ズ
を
市
政
に
反
映
で
き
る
シ
ス
テ
ム
と
し
て
、

こ
れ
ま
で
の
「
市
政
モ
ニ
タ
ー
制
度
」
に
代
え

て
、
市
民
の
皆
様
と
市
長
が
直
接
対
面
し
、
気

軽
に
何
で
も
語
り
合
え
る
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン

グ
を
実
施
し
、
開
か
れ
た
市
政
と
市
民
の
皆
様

と
の
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
ま
い
り
ま

す
。

（
地
域
情
報
化
施
策
の
推
進
）

　

ま
ず
、
昨
年
度
実
施
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
意

向
調
査
の
結
果
を
踏
ま
え
ま
し
て
、
市
民
の
皆

様
の
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
お
応
え
し
、
ま
た
利
便

性
の
向
上
に
寄
与
す
る
も
の
と
い
た
し
ま
し
て

積
極
的
に
「
電
子
自
治
体
」
の
構
築
を
図
っ
て

ま
い
り
ま
す
。
そ
の
た
め
に
現
在
策
定
中
の
計

画
素
案
を
も
と
に
中
長
期
的
な
施
策
の
実
現
を

図
る
た
め
の
「
情
報
化
計
画
」
を
策
定
し
て
ま

い
り
ま
す
。

　

次
に
、
毎
月
発
行
の
「
広
報
か
つ
ら
ぎ
」
や

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
、
行
政
と
市
民
の
皆
様
を
つ

な
ぐ
メ
デ
ィ
ア
と
し
て
大
変
重
要
な
媒
体
で
あ

り
ま
す
。
市
民
の
皆
様
に
分
か
り
や
す
く
、
読

ん
で
い
た
だ
き
や
す
い
、
魅
力
溢
れ
る
紙
面
づ

く
り
や
情
報
提
供
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
ま

た
市
の
新
た
な
財
源
を
確
保
す
る
た
め
、
今
後

は
有
料
広
告
の
掲
載
に
つ
き
ま
し
て
も
検
討
を

進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

次
に
、
携
帯
電
話
向
け
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
開

設
す
る
こ
と
に
よ
り
、
市
民
の
皆
様
に
と
っ
て

よ
り
身
近
に
市
政
情
報
を
提
供
で
き
る
よ
う
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。

（
効
率
的
で
効
果
的
な
行
財
政
運
営
）

　

市
税
の
収
納
対
策
に
つ
き
ま
し
て
は
、
平
成

19
年
度
に
地
方
分
権
を
目
指
し
て
国
か
ら
地
方

へ
の
税
源
移
譲
が
行
わ
れ
、
財
源
確
保
に
お
き

ま
し
て
市
税
の
比
重
が
拡
大
し
て
お
り
ま
す
。

今
後
は
滞
納
処
分
を
さ
ら
に
積
極
的
に
実
施
す

る
等
、
徴
収
の
強
化
を
図
り
収
納
率
の
向
上
に

努
め
る
こ
と
に
よ
り
、
税
負
担
の
公
平
性
を
目

指
す
と
と
も
に
、
生
活
困
窮
者
に
は
、
そ
の
生

活
実
態
を
把
握
し
適
切
な
収
納
対
応
を
心
が
け

て
ま
い
り
ま
す
。

（
人
材
育
成
）

　

職
員
の
人
材
育
成
に
つ
き
ま
し
て
は
、
現
在
、

職
員
の
資
質
を
よ
り
一
層
向
上
さ
せ
る
た
め
の

「
人
材
育
成
基
本
方
針
」
に
基
づ
き
、
そ
の
推

進
を
図
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。
本
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年
度
は
、
従
来
か
ら
行
っ
て
い
る
市
町
村
ア

カ
デ
ミ
ー
な
ど
の
研
修
機
関
で
の
研
修
に
加
え

て
、
公
務
員
に
欠
け
て
い
る
と
い
わ
れ
る
経
営

感
覚
を
身
に
付
け
る
た
め
、
民
間
企
業
へ
の
派

遣
研
修
な
ど
新
た
な
視
点
に
立
っ
た
研
修
を
取

り
入
れ
な
が
ら
、
よ
り
一
層
職
員
の
資
質
向
上

を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

 

第
４　

心
豊
か
な
人
が
育
ち
、

誰
も
が
生
き
が
い
を
も
っ
て
過
ご
す
ま
ち
づ
く
り

（
安
心
安
全
な
子
育
て
）

　

ま
ず
、
乳
幼
児
医
療
費
助
成
に
つ
き
ま
し
て

は
、
こ
れ
ま
で
は
小
学
校
就
学
前
ま
で
の
乳
幼

児
を
対
象
に
助
成
し
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
子

育
て
家
庭
へ
の
経
済
的
支
援
の
拡
充
を
図
る
た

め
、
本
年
4
月
受
診
分
か
ら
は
入
院
と
歯
科
診

療
分
に
特
定
し
て
で
は
あ
り
ま
す
が
、
対
象
年

齢
を
小
学
校
修
了
時
ま
で
引
き
上
げ
て
助
成
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　

次
に
、
妊
婦
一
般
健
康
診
査
に
つ
き
ま
し
て

は
、
妊
婦
健
診
に
要
す
る
経
済
的
負
担
を
軽
減

す
る
た
め
、
公
費
負
担
回
数
を
5
回
か
ら
14
回

に
増
や
し
、
母
体
や
胎
児
の
健
康
を
確
保
し
、

安
心
し
て
妊
娠
・
出
産
が
で
き
る
体
制
を
確
保

し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
昨
年
度
に
引
き
続

き
、
成
長
・
発
達
上
の
問
題
が
懸
念
さ
れ
る
乳

幼
児
と
保
護
者
に
対
し
て
、「
す
く
す
く
子
育

て
相
談
」
や
「
療
育
教
室
」
で
の
専
門
的
な
支

援
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

（
事
故
や
病
気
に
対
す
る
安
心
感
の
向
上
）

　

ま
ず
、
妊
産
婦
の
方
の
救
急
時
の
対
応
に
つ

き
ま
し
て
は
、
何
よ
り
も
速
や
か
に
診
療
医
療

機
関
を
確
保
す
る
こ
と
が
肝
要
で
す
。
そ
こ
で

本
市
で
は
、
県
内
の
病
院
群
輪
番
制
及
び
在
宅

当
番
医
制
に
よ
り
休
日
・
夜
間
の
「
産
婦
人
科

一
次
救
急
医
療
体
制
」
に
参
加
し
、
安
心
し
て

妊
娠
・
出
産
で
き
る
環
境
づ
く
り
に
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。
ま
た
、
休
日
及
び
年
末
年
始
の
急

病
へ
の
対
応
と
致
し
ま
し
て
は
、「
葛
城
地
区

休
日
診
療
所
」
と
と
も
に
、
小
児
の
深
夜
診
療

に
は
「
橿
原
市
休
日
夜
間
応
急
診
療
所
」
に
よ

る
応
急
診
療
を
引
き
続
き
行
っ
て
ま
い
り
ま

す
。

　

次
に
、
緊
急
時
の
対
応
に
備
え
、
市
民
の
皆

様
及
び
職
員
を
対
象
に
A
E
D
ト
レ
ー
ナ
ー

器
を
用
い
た
救
命
講
習
会
を
継
続
的
に
開
催
致

し
ま
す
。
さ
ら
に
、
本
年
度
も
救
急
救
命
士
の

育
成
と
技
術
向
上
を
図
り
、
よ
り
一
層
救
急
救

命
に
万
全
を
期
し
て
ま
い
り
ま
す
。

（
食
育
・
食
に
対
す
る
安
心
感
の
向
上
）

　

食
の
安
心
・
安
全
が
問
わ
れ
る
中
、「
き
ら

り
葛
城
21
」
計
画
に
基
づ
い
た
「
き
ら
り
バ
ラ

ン
ス
メ
ニ
ュ
ー
」
な
ど
を
啓
発
し
、
市
民
一
人

ひ
と
り
が
食
の
正
し
い
知
識
を
学
び
選
食
力
を

身
に
つ
け
、
お
い
し
く
楽
し
い
健
康
づ
く
り
を

行
い
、
豊
か
な
人
間
性
を
育
む
た
め
の
根
幹
と

し
て
の「
食
を
営
む
力
」の
基
礎
を
培
う「
食
育
」

を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

（
ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
振
興
）

　

ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
振
興
に
つ
き
ま
し
て
は
、

市
民
の
皆
様
が
一
堂
に
会
す
る
市
民
体
育
祭
を

は
じ
め
各
種
ス
ポ
ー
ツ
や
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

大
会
等
を
、
関
係
機
関
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、

子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
誰
で
も
気
軽
に
親

し
み
楽
し
ん
で
ご
参
加
い
た
だ
け
る
よ
う
さ
ら

に
充
実
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
本
年
度
は
奈
良
県
を
中
心
に
全
国
高

等
学
校
総
合
体
育
大
会
（
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
）
が
、

開
催
さ
れ
ま
す
。
奈
良
県
で
は
15
種
目
の
競
技

が
行
わ
れ
、
本
市
は
サ
ッ
カ
ー
競
技
の
会
場
と

な
り
ま
す
の
で
、
本
市
に
来
ら
れ
る
選
手
の

方
々
の
心
に
残
る
印
象
深
い
大
会
と
な
る
よ
う

歓
迎
と
P
R
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

（
健
康
づ
く
り
の
推
進
）

　

昨
年
4
月
に
医
療
保
険
制
度
が
改
正
さ
れ
、

「
特
定
健
康
診
査
・
特
定
保
健
指
導
」
が
医
療

保
険
者
に
義
務
付
け
ら
れ
ま
し
た
。
そ
こ
で
本

市
で
は
、
健
診
結
果
に
基
づ
く
特
定
保
健
指
導

の
対
象
者
に
「
き
ら
り
・
ス
マ
ー
ト
講
座
」
等

の
取
り
組
み
を
行
っ
て
お
り
ま
す
が
、
今
年
度

は
昨
年
度
の
事
業
評
価
を
行
い
な
が
ら
特
定
保

健
指
導
の
内
容
を
充
実
さ
せ
、
生
活
習
慣
病
の

予
防
を
一
層
強
化
し
、
健
康
づ
く
り
を
推
進
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、「
き
ら
り
葛
城
21
」
計
画
に
つ
き
ま

し
て
も
、
地
域
で
の
健
康
づ
く
り
を
向
上
さ
せ

る
た
め
、
推
進
パ
ー
ト
ナ
ー
・
健
康
づ
く
り

推
進
員
と
と
も
に
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
に
出
向
き

「
ミ
ニ
・
健
康
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
を
開
催
し
、
一

人
ひ
と
り
が
自
分
の
健
康
に
興
味
を
持
ち
、
自

分
・
家
族
・
地
域
の
健
康
意
識
を
高
め
て
い
た

だ
け
る
よ
う
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

（
高
齢
者
福
祉
の
充
実
）

　

介
護
保
険
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
昨
年

度
に
お
い
て
平
成
21
年
度
か
ら
23
年
度
ま
で
の

「
葛
城
市
第
4
期
介
護
保
険
事
業
計
画
」
の
策

定
を
行
い
ま
し
た
。
保
健
・
医
療
・
福
祉
さ
ら

に
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等
の
住
民
活
動
を
含
め
た

連
携
を
図
り
、
地
域
福
祉
の
向
上
に
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。

（
国
民
健
康
保
険
事
業
・

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
運
営
）

　

ま
ず
、
国
民
健
康
保
険
に
つ
き
ま
し
て
は
、

被
保
険
者
の
高
齢
化
に
伴
う
医
療
費
の
急
増
や

負
担
能
力
の
低
下
等
、
収
支
両
面
に
わ
た
り
依

然
と
し
て
厳
し
い
財
政
状
況
が
続
い
て
お
り
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
状
況
の
も
と
、現
在
ま
で
様
々

な
医
療
保
険
制
度
改
革
が
行
わ
れ
て
き
た
と
こ

ろ
で
あ
り
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
保
険
者
に
義
務

化
さ
れ
た
「
特
定
健
康
診
査
・
特
定
保
健
指
導
」

は
今
年
度
で
2
年
目
を
迎
え
る
わ
け
で
す
が
、

市
民
の
皆
様
の
健
康
を
守
る
た
め
に
も
、
関
係

機
関
と
連
携
し
な
が
ら
受
診
率
の
向
上
に
向
け

努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

次
に
、
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
つ
き
ま
し
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て
は
、
国
に
お
い
て
は
昨
年
4
月
の
制
度
発
足

当
時
か
ら
様
々
な
批
判
や
疑
問
視
が
相
次
い
で

お
り
、
高
齢
者
医
療
の
円
滑
な
運
営
の
た
め
、

低
所
得
者
へ
の
さ
ら
な
る
負
担
軽
減
を
図
る
と

と
も
に
、
制
度
の
定
着
を
図
る
こ
と
を
目
的
に

見
直
し
を
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
は
あ
り
ま
す

が
、
本
市
に
お
き
ま
し
て
は
、
今
後
高
齢
者
の

方
々
に
安
心
し
て
受
け
入
れ
て
い
た
だ
け
る
よ

う
な
制
度
と
し
て
運
営
を
推
進
で
き
る
よ
う
広

域
連
合
と
連
携
を
密
に
し
、
高
齢
者
の
立
場
に

立
っ
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

 

第
５　

自
然
や
歴
史
遺
産
の
豊
か
さ
と
、

住
み
よ
さ
が
共
存
す
る
ま
ち
づ
く
り

（
自
然
環
境
の
保
全
）

　

ま
ず
、
森
林
資
源
の
保
全
に
つ
き
ま
し
て
は
、

本
年
度
も
引
き
続
き
造
林
事
業
、
間
伐
等
促
進

事
業
に
対
す
る
補
助
制
度
を
実
施
す
る
と
と
も

に
、
森
林
環
境
税
を
活
用
し
た
里
山
林
機
能
回

復
事
業
、
奈
良
の
元
気
な
森
林
づ
く
り
推
進
事

業
を
実
施
す
る
こ
と
に
よ
り
、
森
林
機
能
の
回

復
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

次
に
、
鳥
獣
害
対
策
に
つ
き
ま
し
て
は
、
鳥

獣
害
防
止
対
策
協
議
会
を
設
立
し
、
被
害
地
域

の
方
々
や
関
係
団
体
と
連
絡
を
密
に
図
り
な
が

ら
、
山
麓
地
域
に
被
害
が
増
大
す
る
イ
ノ
シ
シ

等
の
鳥
獣
害
の
被
害
防
止
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。

　

次
に
、
水
道
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
本
年

度
も
原
水
確
保
に
関
係
地
域
の
ご
理
解
と
ご

協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
県
営
水
道
よ
り

1
2
5
万
ト
ン
の
受
水
を
行
い
、
さ
ら
な
る
安

定
供
給
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
併
せ
て
、
水

質
の
安
全
対
策
に
万
全
を
期
す
と
と
も
に
、
兵

家
浄
水
場
の
薬
品
注
入
設
備
等
、
各
浄
水
施
設

の
設
備
改
良
や
配
水
管
の
布
設
工
事
等
を
引
き

続
き
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

（
歴
史
・
文
化
の
保
全
と
交
流
の
促
進
）

　

ま
ず
、
歴
史
遺
産
を
守
る
べ
く
文
化
財
の
保

存
修
理
・
防
災
設
備
・
発
掘
調
査
を
国
と
と
も

に
行
い
、
大
切
な
歴
史
・
文
化
の
保
全
と
交
流

を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
本
年
度
の
文
化
財
保

存
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
市
内
遺
跡
の
発
掘

調
査
と
當
麻
寺
各
寺
の
重
要
文
化
財
の
解
体
修

理
、
防
災
設
備
改
修
等
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

次
に
、
歴
史
博
物
館
で
は
、
特
別
展
「
大
和

三
城
」
と
題
し
、大
和
国
の
主
要
な
城
郭
で
あ
っ

た
郡
山
城
、
高
取
城
、
宇
陀
松
山
城
の
三
城
に

関
す
る
資
料
と
と
も
に
、
新
庄
陣
屋
な
ど
の
関

連
資
料
も
併
せ
て
展
示
致
し
ま
す
。

　

次
に
、
観
光
の
振
興
に
つ
き
ま
し
て

は
、
2
0
1
0
年
に
開
催
さ
れ
る
平
城
遷
都

1
3
0
0
年
事
業
に
よ
る
奈
良
県
へ
の
観
光
客

を
本
市
へ
誘
致
で
き
る
よ
う
、
二
上
山
、
當
麻

寺
と
い
っ
た
観
光
資
源
を
中
心
に
積
極
的
に
ア

ピ
ー
ル
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

次
に
、
相
撲
館
に
お
き
ま
し
て
は
、「
相
撲

甚
句
の
日
」
と
し
て
「
け
は
や
相
撲
甚
句
会
」

に
よ
る
相
撲
甚
句
の
披
露
と
公
開
練
習
を
定
期

的
に
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
昨
年
ご

好
評
を
い
た
だ
い
た
田
子
ノ
浦
部
屋
や
近
隣
の

相
撲
道
場
に
よ
る
「
ふ
れ
あ
い
大
相
撲
け
は
や

座
場
所
」
を
本
年
度
も
開
催
致
し
ま
す
。

（
地
域
産
業
の
振
興
）

　

ま
ず
、
土
地
改
良
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、

引
き
続
き
、
む
ら
づ
く
り
交
付
金
事
業
等
に
よ

る
農
道
整
備
、
た
め
池
整
備
事
業
等
を
実
施
し
、

生
産
基
盤
と
農
村
生
活
環
境
の
整
備
を
推
進
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　

次
に
、
農
業
の
活
性
化
に
つ
き
ま
し
て
は
、

引
き
続
き
農
地
・
水
・
環
境
保
全
向
上
対
策
に

よ
る
集
落
の
景
観
保
全
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま

す
。
ま
た
、
各
地
域
の
農
業
者
の
方
や
関
係
団

体
の
方
々
と
協
議
を
重
ね
な
が
ら
、
葛
城
市
農

業
活
性
化
推
進
協
議
会
の
設
立
を
行
い
、
次
世

代
を
見
据
え
た
農
業
施
策
の
推
進
に
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。

　

次
に
、
商
工
業
の
振
興
に
つ
き
ま
し
て
は
、

「
中
小
企
業
資
金
融
資
制
度
」「
中
小
企
業
者
経

営
改
善
資
金
利
子
補
給
」「
小
規
模
事
業
者
特

別
小
口
融
資
保
証
料
助
成
」
を
本
年
度
も
実
施

し
、
中
小
企
業
者
の
経
営
安
定
、
合
理
化
に
向

け
た
支
援
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
特
に
「
中

小
企
業
資
金
融
資
制
度
」
に
つ
き
ま
し
て
は
、

融
資
枠
を
2
億
円
か
ら
3
億
円
に
増
額
を
行

い
、
中
小
企
業
経
営
者
を
支
援
し
て
ま
い
り
ま

す
。

　

次
に
、
商
工
会
運
営
補
助
等
の
支
援
を
行
い
、

商
工
会
と
の
連
携
も
密
に
し
、
商
工
業
者
が
求

め
て
お
ら
れ
る
支
援
制
度
や
行
政
の
新
し
い
役

割
の
発
掘
に
向
け
、
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

以
上
、
平
成
21
年
度
に
お
け
る
葛
城
市
の
主

要
な
施
策
を
中
心
に
、
そ
の
概
要
を
ご
説
明
申

し
上
げ
ま
し
た
。
こ
の
他
に
も
多
く
の
施
策
が

ご
ざ
い
ま
す
が
、
私
を
は
じ
め
全
職
員
が
一
丸

と
な
り
、
益
々
厳
し
さ
を
増
す
社
会
情
勢
に
立

ち
向
か
い
な
が
ら
、
市
民
の
皆
様
の
ニ
ー
ズ
を

的
確
に
捉
え
、
議
員
の
皆
様
及
び
市
民
の
皆
様

と
と
も
に
、
勇
気
と
情
熱
を
持
っ
て
「
新
し
い

葛
城
市
」
を
つ
く
っ
て
ま
い
る
所
存
で
ご
ざ
い

ま
す
。

　

最
後
に
、
議
員
の
皆
様
及
び
市
民
の
皆
様
の

ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
、
計
画
致
し
ま
し
た

諸
施
策
が
円
滑
に
推
進
で
き
ま
す
こ
と
を
心
か

ら
念
願
し
、
平
成
21
年
度
の
施
政
方
針
と
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。
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定額給付金・子育て応援特別手当の使途はもうお決まりですか？
☆地域経済活性化のため、特に市内での消費にご協力をお願いします。
☆ふるさと応援寄附にご協力をお願いします。
　「葛城市が大好き！」「ふるさとの役に立ちたい ･･･」そんな思いをご寄附にかえてみませんか？葛城市の
ふるさとづくりに賛同いただいた方々からの寄附金を「葛城市ふるさと創生基金」として積み立て、ふる
さとづくりの各種事業に活用させていただきます。

◎
申
請
方
法
に
つ
い
て

申
請
方
法
は
、
次
の
3
種
類
で
す
。

①
郵
送
申
請
振
込
方
式
（

基
本
）

：
　

申
請
者
が
申
請
書
を
郵
送
に
よ

り
市
長
に
提
出
し
、
市
長
が
申
請

者
か
ら
提
出
さ
れ
た
金
融
機
関
の

口
座
に
振
り
込
む
方
式

②
窓
口
申
請
振
込
方
式

：

　

申
請
者
が
申
請
書
を
本
市
の
窓

口
に
提
出
し
、
市
長
が
申
請
者
か

ら
提
出
さ
れ
た
金
融
機
関
の
口
座

に
振
り
込
む
方
式

③
窓
口
現
金
受
領
方
式

：
　

申
請
者
が
申
請
書
を
本
市
の
窓

口
に
提
出
し
、
市
長
が
当
該
窓
口

で
現
金
に
よ
り
給
付
す
る
方
式

（
た
だ
し
、
金
融
機
関
の
口
座
を

お
持
ち
で
な
い
方
や
振
込
に
よ
る

定
額
給
付
金
・
子
育
て
応
援
特
別
手
当

申
請
受
付
開
始
（
�
月
�0
日
～
�
月
�0
日
）

給
付
が
困
難
な
方
に
限
り
ま
す
。）

※
窓
口
現
金
受
領
を
希
望
さ
れ
る

　

方
は
、
�
月
1
日
（
月
）
か
ら

　

受
付
開
始
い
た
し
ま
す
。
た
だ

　

し
、
金
融
機
関
の
口
座
を
お
持

　

ち
で
な
い
方
や
振
込
に
よ
る
給

　

付
が
困
難
な
方
に
限
り
ま
す
。

　

申
請
書
と
本
人
確
認
書
類
お
よ

　

び
印
鑑
を
ご
持
参
の
上
、
葛
城

　

市
役
所
新
庄
庁
舎
4
階
定
額
給

　

付
金
給
付
事
業
実
施
本
部
ま
で

　

お
越
し
く
だ
さ
い
。

◎
窓
口
申
請
受
付
に
つ
い
て

　

窓
口
で
の
申
請
受
付
は
、
3
月

30
日
か
ら
葛
城
市
役
所
新
庄
庁
舎

市
民
ホ
ー
ル
・
當
麻
庁
舎
市
民
相

談
室
に
て
開
設
し
ま
す
。

受
付
時
間

：

午
前
�
時
～
午
後
�
時
ま
で

ご
注
意
く
だ
さ
い
!!

●
申
請
に
お
い
て
不
明
な
点
が

あ
っ
た
場
合
、
本
市
か
ら
問
い
合

わ
せ
を
行
う
こ
と
が
あ
り
ま
す

が
、
Ａ
Ｔ
Ｍ
（
現
金
自
動
預
払
機
）

の
操
作
を
お
願
い
す
る
こ
と
や
、

給
付
の
た
め
の
手
数
料
な
ど
の
振

込
を
求
め
る
こ
と
は
、
絶
対
に

あ
り
ま
せ
ん
。

　

も
し
、
不
審
な
電
話
が
か
か
っ

て
き
た
場
合
は
、
す
ぐ
に
本
市

の
窓
口
ま
た
は
高
田
警
察
署
☎

（
22
）
0
1
1
0
に
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

　
「
申
請
書
類
が
届
い
て
い
な
い
」

等
、
ご
不
明
な
点
が
あ
り
ま
し
た

ら
、
次
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

葛
城
市
定
額
給
付
金

給
付
事
業
実
施
本
部

☎
（
69
）
3
0
0
1

◎
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
の
口
座
へ

の
振
込
を
希
望
さ
れ
た
場
合
、

お
受
け
取
り
ま
で
約
1
カ
月

か
か
る
見
込
み
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

早
期
受
取
を
希
望
さ
れ
る
方

は
、
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
以
外
の
金

融
機
関
口
座
を
ご
指
定
く
だ

さ
い
。

　

定
額
給
付
金
給
付
対
象
者
・
子
育
て
応
援
特
別
手
当
支
給
対
象
者
の
皆
さ
ま
に
各
申
請
書
類
を
3
月
25

日
に
発
送
い
た
し
ま
し
た
。
申
請
受
付
期
間
は
、
3
月
30
日
か
ら
9
月
30
日
ま
で
で
す
。

　

本
申
請
は
、
郵
送
に
よ
る
申
請
お
よ
び
口
座
振
込
に
よ
る
受
給
が
基
本
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
申
請
書

に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
本
人
確
認
書
類
の
写
し
と
振
込
先
金
融
機
関
口
座
の
写
し
を
添
え
て
、
同
封
の

返
信
用
封
筒
に
て
ご
返
信
く
だ
さ
い
。

※
た
だ
し
、
�
月
�0
日
（
月
）
か

　

ら
�
月
1�
日
（
日
）
ま
で
の
2

　

週
間
は
土
日
も
含
め
、
午
前
�

　

時
か
ら
午
後
�
時
ま
で
受
付
い

　

た
し
ま
す
。

　

申
請
書
等
必
要
書
類
（
本
人
確

　

認
書
類
・
振
込
先
金
融
機
関
口

　

座
の
写
し
）
お
よ
び
印
鑑
を
ご

　

持
参
の
上
お
越
し
く
だ
さ
い
。

本
人
確
認
書
類

：

（
日
本
人
の
場
合
）

　

写
真
付
き
住
民
基
本
台
帳
カ
ー

　

ド
、
運
転
免
許
証
、
旅
券
等
の

　

公
的
身
分
証
明
書
の
写
し

（
外
国
人
の
場
合
）

　

外
国
人
登
録
証
明
書
の
写
し

振
込
先
金
融
機
関
口
座
の
写
し

：

　

金
融
機
関
名
、
支
店
名
、
口
座

　

名
義
人
、
口
座
番
号
が
確
認
で

　

き
る
も
の



1�広報「 」平成 21 年 4 月号

市役所へのお問い合わせは、新庄庁舎  ☎（69）3001 ／ 當麻庁舎 ☎（48）2811

まちの
わだい

梅の苗木を植樹　梅の木坂

　3 月 1 日、「梅の木坂」（南藤井）で地元関係者らが梅の苗木を植樹され
ました。
　坂沿いには既に約 40 本の梅の木が植えられており、以前から坂の入り
口にも植えてほしいとの要望に、地元南藤井土地改良区および土地所有者
が協力したことで実現しました。森本区長（平岡）は、「坂を登って頂く
と区民が協力して作った水車もありロケーションは最高です。是非お越し
ください。」また、井森理事長（南藤井）は、「今後とも、坂が町の名所と
なるように美化促進に努めていきたい。」と語られました。

内閣総理大臣賞受賞
　2 月 4 日、東京の国立新美術館で開催された、第
53 回新

しんかいじゅしゃ

槐樹社展絵画の部において、松本徳顕氏（長尾）
が内閣総理大臣賞を受賞されました。
　松本氏は、ご自身が絵画に親しむ一方、永年にわ
たり市内外の絵画愛好者にも指導・助言され、芸術
の発展に寄与されています。本市においても、當麻

文化会館の絵画講座の講
師を務めていただいてい
ます。今回は、そのすば
らしい表現力が認められ
ての受賞です。心よりお
祝い申し上げますと共に、
今後益々の活躍を祈念い
たします。
　なお、受賞作品につい
て は、4 月 7 日（ 火 ） か ら
12 日（日）まで、大阪市立
美術館で展示されます。

武田正躬氏に
瑞宝双光章

　元小学校長として、大阪市立墨江小学校校長や、
四天王寺国際仏教大学教授、また同大学副学長を歴
任されるなど、長年にわたり教育の振興と充実に貢
献したことに対し、武田正躬氏（長尾）が、瑞宝双
光章を受章されました。
　ここにこの功績を讃え心よりお祝い申し上げます
とともに、今後益々のご活躍を祈念いたします。

大真鶴さんご来館
　3 月 3 日、大真鶴健司さんが、「大真鶴展」見学の
ため相撲館に来館されました。
　同展は、羽織、けいこまわし、手形の色紙、初土
俵から新入幕までの番付、幼年期から現在に至るま
での写真など約 60 点を展示しており、4 月 12 日まで
開催しています。
　同力士は、奈良県川上村出身で幕内 1 場所、十両
を 18 場所努められました。怪我のため現在は幕下に
下がっておられますが、大真鶴さんは「怪我も完治し、

関取復帰に向け
て稽古に精進し
て い ま す。 企 画
展を開催してい
ただいて励みに
なります。」と抱
負を語られまし
た。

ふれあい大相撲
　2 月 21 日、相撲館「けはや座」で大相撲の田子ノ
浦部屋を招き「ふれあい大相撲けはや座場所」が開
催されました。
　同部屋の力士が、四股、股割、すり足などの稽古
を披露し、その後の体験では田子ノ浦親方（元前頭
筆頭、久島海）の指導の下、地元小中学生らが力士
の胸を借りました。参加者は、「お相撲さんは強かっ
た。」などと語られていました。
　最後に行われた相撲大会では白熱した熱戦が繰り

広 げ ら れ、 会 場
からは、「押せ押
せ」「頑張れ」と
歓声が上がって
いました。
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「生涯学習まちづくり推進大会」開催

　2 月 22 日、「葛城市生涯学習まちづくり推進大会」が當麻文化会館で
開催されました。
　オープニングとして新庄北小学校附属幼稚園のかわいい園児の皆さん
による「ちびっこ太鼓」が披露され、華やかに幕が上がりました。
　参加者全員による市歌斉唱や来賓祝辞などの開会行事に続き、3 つの
生涯学習活動の発表が行われました。
　まず、当麻混声合唱団の皆さんに、混声合唱組曲「大和・こころのふ
るさと」より 3 曲をすばらしいハーモニーで披露していただきました。
　続いて、市内小・中学校 6 人の児童・生徒の皆さんが、すばらしい作
文をそれぞれ発表してくれました。
　最後に、平成 20 年度地域公民館モデル分館活動として指定を受けた
磐城地区公民館が「葛城市長尾歳時記 – 歴史につつまれて・・・。今
は・・・。」、北花内三才分館が「家族で参加できる分館活動」と題して、
地域に残る伝統の継承と住民のコミュニティー活動の様子をパワーポイ
ントを使ってご披露くださいました。
　なお、全プログラムを通して、「手話サークル友情」の皆さんによる
学習発表として、手話通訳をお願いしました。また、ロビーではモデル
分館活動の取組の展示、2 階では中央公民館をはじめとする生涯学習教
室・講座の合同作品展も併せて行われました。
　閉会後、花づくりの一環としてダリアの球根が参加者に配布され、盛
会のうちに終えることができました。ご協力いただきました発表者およ
び参加者の皆さま方に厚く御礼を申し上げますとともに、今後の生涯学
習活動に対する一層のご支援、ご協力をお願いします。

たくさんの思い出を胸に・・・市内各小中学校（園）で卒業（園）式

　3 月は卒業式の季節。
　市内でも 17 日に中学校、18 日に小
学校、また 19 日には幼稚園で卒業（園）
式が行われました。
　これまで通ってきた学校・幼稚園で
の思い出と、これから入学する学校や
進む道への希望と不安を胸に、みんな
元気よく巣立っていきました。

新庄中学校のようす 白鳳中学校のようす

わいわいがやがや　～第 2 回「子どもの集い」開催～
　3 月 1 日、市民体育館（屋敷山公園内）において、葛城市子ども会育
成連絡協議会の主催により、第 2 回「子どもの集い」が開催されました。
　当日は少し暖かい好天に恵まれ、ニュースポーツコーナー（シャッフ
ルボード・ペタンク・フライングディスク・ストラックアウト）・クラ
フト教室・バルーンアート・模擬店（ラーメン・ポップコーン）・ギター
演奏やアンサンブル・ウィズによる演奏会と盛りだくさんの催しが行わ
れました。スタンプラリーでは、友だちと一緒に悪戦苦闘しながらも楽
しく何回もチャレンジしていました。
　多くの家族連れが体を動かしたり、美味しいラーメンを食べながら楽
しい時間を過ごされました。

葛城市子ども会育成連絡協議会
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新しい国民健康保険被保険者証は届いていますか？
　4 月からお使いいただく国民健康保険被保険者証（保険証）は届いていますか？
　3 月下旬に、新しい保険証を簡易書留郵便にて郵送しております。該当される方で、まだ届いていない方
については市民課までお問い合わせください。
　なお、今までお使いになられた旧保険証については、4 月からは使用できませんので、各自で処分される
か、または市民課まで返還してください。

　保険証は、一人一枚のカードタイプで小さくなりましたので紛失等に十分注意し、大切に保管してくだ
さい。
　万一、紛失した場合には、警察へ届け出をしていただき、市民課で再交付の手続きをしてください。

（市民課）

　

20
歳
か
ら
60
歳
未
満
の
す
べ
て
の
人
が
国
民
年
金
に
加
入
し
、
保
険
料
の
納
付
が
義
務
付

け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
収
入
が
な
い
等
の
理
由
で
保
険
料
納
付
が
困
難
な
場
合
、
学
生
の
方
に
は
、
本

人
の
申
請
（
所
得
審
査
が
あ
り
ま
す
）
に
よ
り
在
学
期
間
中
の
保
険
料
納
付
を
猶
予
し
、
社

会
人
に
な
っ
て
か
ら
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
で
き
る
「
学
生
納
付
特
例
制
度
」が
あ
り
ま
す
。

◎
詳
し
く
は
、
市
民
課

　

ま
た
は
、
大
和
高
田
社
会
保
険
事
務
所

☎
（
22
）
3
5
3
1
ま
で

●
対
象
と
な
る
学
生

　

大
学
（
大
学
院
）、短
期
大
学
、高
等
学
校
、

高
等
専
門
学
校
、
専
修
学
校
お
よ
び
各
種

学
校
等

※
夜
間
・
定
時
制
・
通
信
課
程
の
方
も
含

　

み
ま
す
。

※
各
種
学
校
に
お
い
て
は
、
修
業
年
限
が

　

１
年
以
上
の
課
程
に
在
学
し
て
い
る
方

　

に
限
り
ま
す
。（
私
立
の
各
種
学
校
に
つ

　

い
て
は
、
都
道
府
県
知
事
の
認
可
を
受

　

け
た
学
校
に
限
ら
れ
て
い
ま
す
）

●
所
得
審
査

　

本
人
の
前
年
所
得
が
1
1
�
万
円
＋
扶

養
親
族
等
の
数
×
��
万
円
＋
社
会
保
険
料

控
除
等
以
下
の
と
き
承
認
と
な
り
ま
す
。

※
家
族
の
方
の
所
得
の
多
寡
は
問
い
ま
せ
ん
！

●
承
認
期
間

　

平
成
21
年
4
月
～
平
成
22
年
3
月
ま
で

●
申
請
手
続

～
申
請
は
毎
年
必
要
で
す
～

　

市
役
所
の
市
民
課
で
申
請
手
続
き
を

行
っ
て
く
だ
さ
い
。

※
社
会
保
険
庁
か
ら
学
生
納
付
特
例
申
請

　

書
（
ハ
ガ
キ
）
を
送
付
さ
れ
た
方
は
、
申

　

請
書
（
ハ
ガ
キ
）
に
必
要
事
項
を
ご
記
入

　

の
う
え
、
ご
返
送
く
だ
さ
い
。
市
役
所
で

　

の
申
請
手
続
は
不
要
と
な
り
ま
す
。

（
お
持
ち
い
た
だ
く
も
の
）

　

①
年
金
手
帳　

②
印
鑑　

③
在
学
証
明

書
ま
た
は
学
生
証　

④
前
年
に
所
得
が
あ

る
場
合
は
、
そ
れ
が
わ
か
る
書
類　

⑤
雇
用

保
険
受
給
資
格
者
証
ま
た
は
雇
用
保
険
被

保
険
者
離
職
票
（
退
職
、
失
業
を
理
由
と
す

る
場
合
）

※
代
理
人
の
方
が
申
請
さ
れ
る
場
合
は
、
委

　

任
状
と
代
理
人
の
身
分
証
明
書
が
必
要

　

で
す
。

【
ご
注
意
】

　

保
険
料
が
未
納
と
な
っ
て
い
る
場
合
、
そ

の
間
に
事
故
や
病
気
で
障
害
が
残
っ
て
も

「
障
害
基
礎
年
金
」
が
支
給
さ
れ
な
い
場
合

が
あ
り
ま
す
。

●
就
職
し
た
ら
追
納
し
ま
し
ょ
う

　

学
生
納
付
特
例
承
認
期
間
は
、
年
金
受
給

資
格
期
間
に
は
認
め
ら
れ
ま
す
が
、
年
金
の

受
給
額
に
は
反
映
さ
れ
ま
せ
ん
。
10
年
以
内

で
あ
れ
ば
後
か
ら
納
付
（
追
納
）
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　

将
来
、
年
金
受
給
額
を
増
や
す
た
め
に

も
、
必
ず
納
め
ま
し
ょ
う
。

　

な
お
、
承
認
を
受
け
た
期
間
の
翌
年
度
か

ら
起
算
し
て
�
年
度
目
以
降
は
、
当
時
の
保

険
料
額
に
加
算
額
が
上
乗
せ
さ
れ
ま
す
。

国
民
年
金
の
「
学
生
納
付
特
例
制
度
」

～ 
4
月
か
ら
申
請
の
受
付
が
は
じ
ま
り
ま
す
。
申
請
は
お
早
め
に
！ 

～
保
険
料
を
追
納
す
る
場
合
は
、
納
付
書

が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
大
和
高
田
社

会
保
険
事
務
所
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。
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【
公
開
講
座
】

『
葛
城
学
へ
の
い
ざ
な
い
』（
第
1
回
）

　
「
當
麻
寺
と
聖
徳
太
子
に
つ
い
て
」

日　

時

‥

4
月
18
日
（
土
）
午
後
2
時
～

講　

師

‥

上
野　

勝
己 

氏

（
元
太
子
町
立
竹
内
街
道
歴
史
資
料
館
館
長
）

会　

場

‥

歴
史
博
物
館
2
階

「
あ
か
ね
ホ
ー
ル
」

定　

員

‥

1
0
0
名
程
度

申　

込

‥

電
話
ま
た
は
、
直
接
窓
口
に
て
受
付

【
展
示
会
：
予
告
】

春
季
企
画
展

『
石
光
寺 ―

あ
り
し
塔
を
も
と
め
て―

』

　

葛
城
市
染
野
に
あ
る
石
光
寺
の
旧
境

内
地
で
の
発
掘
調
査
で
出
土
し
た
考
古

資
料
等
を
展
示
し
、
そ
の
調
査
成
果
を
紹

介
い
た
し
ま
す
。

会　

期

‥

5
月
2
日（
日
）
～
6
月
21
日（
日
）

入
館
料

‥

通
常
の
入
館
料
が
必
要
で
す
。

◎
詳
し
く
は
、
歴
史
博
物
館

☎
（
64
）
1
4
1
4
ま
で

 

歴
史
博
物
館
ガ
イ
ド

市
民
の
皆
さ
ま
へ

教
育
委
員
会
の

点
検
・
評
価
を
実
施
し
ま
し
た

　

平
成
20
年
4
月
か
ら
、「
地
方
教
育
行
政

の
組
織
及
び
運
営
に
関
す
る
法
律
」
が
一
部

改
正
・
施
行
さ
れ
ま
し
た
。
そ
こ
で
は
、
各

教
育
委
員
会
は
毎
年
、
そ
の
権
限
に
属
す
る

事
務
の
管
理
お
よ
び
執
行
状
況
に
つ
い
て

学
識
経
験
者
の
知
見
を
活
用
し
て
自
己
点

検
お
よ
び
評
価
を
行
い
、
評
価
結
果
を
議
会

に
提
出
す
る
と
と
も
に
公
表
す
る
こ
と
が

義
務
づ
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

本
市
教
育
委
員
会
に
お
き
ま
し
て
も
、
平

成
20
年
9
月
に
「
教
育
に
関
す
る
事
務
の
点

検
及
び
評
価
の
実
施
方
針
」
を
策
定
し
、
評

価
対
象
や
評
価
方
法
に
つ
い
て
議
論
を
重

ね
た
の
ち
、
各
課
で
の
自
己
評
価
に
取
り
組

み
ま
し
た
。
11
月
か
ら
は
法
に
定
め
ら
れ
た

「
教
育
委
員
会
点
検
及
び
評
価
に
関
す
る
有

識
者
」
を
委
嘱
し
、
12
月
に
2
回
の
協
議
を

実
施
し
、
各
事
業
の
自
己
評
価
に
つ
い
て
の

ご
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
を
も
と
に
総
合
評
価
を
行
い
、

「
教
育
委
員
会
の
事
務
執
行
に
関
す
る
評
価

報
告
書
」
に
ま
と
め
ま
し
た
。

　

同
報
告
書
は
、
平
成
21
年
2
月
27
日
、
本

市
教
育
委
員
長
よ
り
本
市
議
会
議
長
に
提

出
さ
れ
ま
し
た
。

　

な
お　

報
告
書
は
、
本
市
教
育
委
員
会
各

課
・
施
設
お
よ
び
本
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公

開
し
て
い
ま
す
。

　

皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
平
素
よ
り

本
市
学
校
教
育
・
生
涯
教
育
に
深
い
ご
理
解

と
多
大
の
ご
支
援
を
い
た
だ
き
誠
に
有
り
難

う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

本
市
教
育
委
員
会
で
は
、
葛
城
市
総
合
計

画
に
基
づ
き
「
心
豊
か
な
人
が
育
ち
、
誰
も

が
い
き
が
い
を
も
っ
て
過
ご
す
ま
ち
」
を
基

本
目
標
と
し
て
、
様
々
な
施
策
や
事
務
事
業

に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

　

今
回
、
前
述
の
と
お
り
、「
地
方
教
育
行

政
の
組
織
及
び
運
営
に
関
す
る
法
律
」
の
改

正
・
施
行
に
伴
い
、
学
識
経
験
者
の
知
識
を

お
借
り
し
て
主
要
事
業
に
関
す
る
自
己
点
検

と
評
価
を
実
施
し
、
報
告
書
を
作
成
い
た
し

ま
し
た
。

　

本
報
告
書
の
作
成
・
活
用
を
通
し
て
、
教

育
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
向
上
と
効
率
化
の

実
現
、
徹
底
し
た
コ
ス
ト
縮
減
を
今
後
一
層

推
進
し
て
ま
い
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。
皆
さ

ま
に
お
か
れ
ま
し
て
も
、
お
気
づ
き
の
点
や

ご
意
見
な
ど
お
寄
せ
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
に

存
じ
ま
す
。

 

葛
城
市
教
育
委
員
会

委
員
長　

川
村
泰
男

歴史博物館
キャラクター
「ヒメいよ」

と
「イーヨ」
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日　程 時　間 実　施　場　所

4/20（月）
10：00 〜 10：30 笛吹集会所前
10：45 〜 11：30 西辻コミュニティセンター前
13：30 〜 15：00 歴史博物館駐車場

4/21（火） 9：30 〜 11：30 葛城市役所新庄庁舎北側駐車場

4/22（水）
9：30 〜 11：30 商工会本所（旧新庄商工会）駐車場

13：30 〜 15：00 公民館疋田分館前

5/11（月）

9：30 〜 10：10 當麻観光駐車場
10：30 〜 11：10 勝根公民館前
11：30 〜 12：00 今在家農業実行組合倉庫前
13：30 〜 14：00 染野公民館前
14：20 〜 14：50 新在家公民館前
15：10 〜 15：50 加守公民館前

5/12（火）

9：30 〜 10：10 南今市公民館前
10：30 〜 11：00 太田集落センター前
11：20 〜 12：00 大畑集落センター前
13：30 〜 14：00 竹内集落センター前
14：20 〜 15：00 兵家公民館前

5/13（水）

9：30 〜 10：00 木戸集落センター前
10：20 〜 11：00 八川公民館前
11：20 〜 12：00 尺土公民館前
13：30 〜 14：30 葛城市役所當麻庁舎前

犬
の
登
録
は
、
生
涯
１
回
。

 
 

狂
犬
病
予
防
注
射
は
、
毎
年
１
回
。

　

生
後
、
91
日
以
上
の
犬
を
飼
っ
て
い
る
方
は
、
登
録
と
予
防
注
射
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

犬
の
登
録
と
狂
犬
病
予
防
注
射
は
、
法
律
で
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
　

・
犬
の
登
録
手
数
料

：

�
、
0
0
0
円
（
犬
の
登
録
が
ま
だ
の
方
）

　
　

・
狂
犬
病
予
防
注
射

：

�
、
�
0
0
円

（
環
境
課
）

犬
の
登
録
と
狂
犬
病
の
集
団
予
防
注
射

※『予防注射実施のお知らせ』のはがきが届いている方は、当日必ず
持参してください。

※最寄りの動物病院でも予防注射は受けられます。（料金が異なります。）

家電リサイクル法の対象製品が追加されます
※ これまでのエアコン・テレビ（ブラウン管式）・冷蔵庫・洗濯機に加えて、4 月 1 日から、「液晶式テレビ」・

「プラズマ式テレビ」・「衣類乾燥機」も家電リサイクル法の対象製品に追加されます。従って、市では、収集、
処理をしません。
● 対象機器

法律改正前 法律改正後（4 月 1 日から施行）
1、エアコン 1、エアコン
2、テレビ（ブラウン管式のものに限る） 2、テレビ（ブラウン管式、液晶式、プラズマ式のもの。）
3、冷蔵庫、冷凍庫 3、冷蔵庫、冷凍庫
4、洗濯機 4、洗濯機および衣類乾燥機

※ 追加される対象機器は、液晶式テレビ、プラズマ式テレビ、衣類乾燥機です。
　上記の対象機器は、家電リサイクル法（新製品の部品や原材料として、資源の再使用を図るものです。）
の対象となっている家電製品です。これらの製品が不要となり、ゴミとして出される場合は次の二つの方法
があります。
　1．郵便局でリサイクル料金を支払った後、「指定引取り場所へ自分で持ち込む。（この場合、運搬料は不要）
　�．市内の電気店にリサイクル料金と運搬料を添えて申し込む。
● リサイクル料金
　リサイクル料金等、詳しい内容については、家電リサイクル券センターホームページをご覧ください。

（環境課）
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平成 �1 年度 葛城市税の納付月・納付期限が決まりました

税　　　目 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月
市県民税 ( 普通徴収 ) ● ● ● ●

固定資産税 ● ● ● ●
軽自動車税 ●

国民健康保険税（普通徴収） ● ● ● ● ● ● ● ●

安全で便利な口座振替制度をご利用ください！
　口座振替をご利用になると、納付のために金融機関などへお出かけいただく必要がなくなります。また、
うっかり納期限を忘れてしまうという心配もなくなります。
　申し込み手続きは、市指定の金融機関及び郵便局でできます。

葛城市税の納付月

納付期限は各納付月末日（12 月は 25 日）です。納付期限が土日祝休日の場合は、翌金融機関営業日にな
ります。

税　　　目 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月
市県民税 ( 普通徴収 ) 6/30 8/31 11/2 12/25

固定資産税 4/30 7/31 9/30 11/30
軽自動車税 6/1

国民健康保険税（普通徴収） 7/31 8/31 9/30 11/2 11/30 12/25 2/1 3/1

納付期限日一覧

税金を納めないでいると・・・
　納付期限までに税金を納付されませんと、督促状が送付されます。督促状には督促手数料が加算され、
延滞金がかかることもあります。また、督促状の指定期間までに税金を納付されない場合は、財産の差
押え等の滞納処分の対象にもなります。いろいろな事情があり、納付期限までに納付することが困難な
場合は、そのままに放置せずに早めに納税通知書と印鑑を持って収納課へ納税の相談にお越しください。

◎詳しくは、収納課まで

再生資源集団回収だより
　平成 20 年度は、新たに 1 団体の加入があり、56 団体の回収の結果、約 1,155 トンの再生資源を回収す
ることができました。これを紙の天然原料である木に換算すると、約 23,100 本になります。
　しかし、残念ながらダンボールや新聞など多くの再生可能な資源が燃えるゴミとして出されています。
収集の都合上、燃えるゴミに出されたダンボール等は、ゴミとして処分してしまうことになります。地
域などの廃品回収にご協力いただきますようにお願いします。
　また、お菓子の箱や包装紙もゴミに出せばかさばりますが、たたんでリサイクルにすれば、ゴミの減
量化、また地球温暖化防止になります。今後とも、集団回収により一層のご協力をお願いします。

新　聞 雑　誌 ダンボール 古　布 牛乳パック 合計（kg）

594,325 254,058 242,225 60,561 3,910 1,155,079

団体登録をして再生資源の集団回収をしてみませんか？　
　再生資源の集団回収をしていただける団体を募集しています。
　自治会、婦人会、老人会、マンション等の管理組合、サークルや、クラブなど市内にお住まいの方で
概ね 10 世帯以上で構成されている団体は、登録していただけます。
　なお、登録団体には集団回収していただいた量に応じ、市から補助金を交付し活動を支援しています。

◎詳しくは、環境課まで

お知らせ
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　いつまでも健やかに、住みなれた地域で自立した生活ができるよ
うに支援するのが地域包括支援センターの役割です。

　

い
ま
や
老
後
の
最
大
の
不
安

と
な
っ
て
い
る
認
知
症
。
誰
に

で
も
起
こ
り
う
る
脳
の
病
気
に

よ
る
も
の
で
85
歳
以
上
で
は
4

人
に
1
人
に
認
知
症
状
が
あ
る

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
認
知
症

は
予
防
で
き
な
い
と
考
え
ら
れ

て
き
ま
し
た
が
、
最
近
の
研
究

か
ら
認
知
症
に
強
い
脳
を
つ
く

る
た
め
の
方
法
が
わ
か
っ
て
き

ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
で
は
、
昨
年
10
月
か
ら

「
最
近
、
周
り
の
人
か
ら
物
忘

れ
を
指
摘
さ
れ
る
」「
今
日
が

何
月
何
日
か
わ
か
ら
な
い
時
が

あ
る
」
な
ど
少
し
物
忘
れ
が
気

に
な
り
だ
し
た
方
を
対
象
に
、

週
に
1
回
5
カ
月
間
あ
た
ま
ハ

ツ
ラ
ツ
教
室
（
認
知
症
予
防
教

室
）
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

内
容
は
手
指
や
上
半
身
を

使
っ
た
体
操
、
和
太
鼓
や
竹
太

鼓
を
使
っ
た
音
楽
、
頭
を
使
っ

た
ゲ
ー
ム
な
ど
で
す
。
14
名
の

方
が
参
加
さ
れ
、
最
初
は
、「
何

を
す
る
の
か
？
」「
5
カ
月
続

け
ら
れ
る
か
？
」
と
不
安
も

あ
っ
た
よ
う
で
す
が
、
回
を
重

ね
る
ご
と
に
表
情
が
和
ら
ぎ
、

参
加
者
同
士
の
会
話
も
弾
み
、

教
室
へ
の
参
加
を
楽
し
み
に
さ

れ
て
い
る
と
い
う
言
葉
を
た
く

さ
ん
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
ま
た
教
室
前
後
に
実
施
し

た
、
記
憶
力
な
ど
を
問
う
テ
ス

ト
の
平
均
点
も
上
昇
し
て
い
ま

し
た
。

（
高
齢
福
祉
課
）

こ
ん
に
ち
は
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
す

あたまハツラツ教室（認知症予防教室）を開催しました ! !

　

今
年
度
も
7
月
か
ら
11
月
ま

で
、
あ
た
ま
ハ
ツ
ラ
ツ
教
室
を

実
施
し
ま
す
。
次
の
質
問
項
目

で
一
つ
で
も
該
当
さ
れ
る
方
は

ぜ
ひ
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

1
．
周
り
の
人
か
ら
「
い
つ
も

　

同
じ
こ
と
を
聞
く
」
な
ど
の

　

物
忘
れ
が
あ
る
と
言
わ
れ
る
。

2
．
自
分
で
電
話
番
号
を
調
べ

　

て
電
話
を
か
け
ら
れ
な
い
。

3
．
今
日
が
何
月
何
日
か
わ
か

　

ら
な
い
時
が
あ
る
。

　

参
加
ご
希
望
の
方
は
、
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

《 元気高齢者募集!! 》

　地域包括支援センターでは、
おおむね 85 歳以上の方で、自分
の特技や趣味を生きがいに暮ら
されている方、ボランティア活
動をして社会貢献されている方
等を、6 月号の広報からご紹介
し、いきいき輝いた人生を送る
ための参考にさせていただきた
いと思いますのでお知らせくだ
い。自薦・他薦は問いません。

前期受講生募集！　　水中運動で体力づくり！　あなたもはじめてみませんか？
　葛城市では、温水プールを利用していつまでも若々しい体を保つための教室を開催します。みんなで楽
しく体を動かして、元気になりませんか？

名　称：誰でもできる水中運動教室
実施日：4 月 22 日（水）〜 7 月 15 日（水）計 11 回
　　　　[ ただし、4 月 29 日（水）、5 月 6 日（水）を除く。]
時　間：毎週水曜日　午前 10 時 10 分〜 11 時 40 分
場　所：葛城市福祉総合ステーション（ゆうあいステーション）
内　容：運動指導士による水中ウオークや水中シェイプアップの運動や体操を行い、定期的に体力測定や
　　　　評価を行なう。
対象者：市内在住の 65 歳以上で要介護認定を受けておらず、プールでの運動を通して体力づくりに意欲的
　　　　な方で、初めて本教室の受講を希望される方。
　　　　※ なお、以前ゆうあいステーションで本教室を受講された方は、本年度受講できません。
募集定員：30 名程度（先着順）
募集締切日：� 月 1� 日（金）
費用負担：プール等の使用料として 1 回当たり 300 円が必要となります。

◎詳しくは、高齢福祉課まで
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”子育て支援センター”においでよ！
　子育て支援センターは、子どもとその家庭を対象に親子で自由に遊べる場の提供、悩みを相談

できる場としての支援を行っています。
　子育て中の親子にとって家庭の中だけではなく、地域の中に“安心できる居場所”が必要だと感
じます。『子育て』は楽しいこともあるけど、ドキドキしたり、不安になったり、みんな同じこと
で悩んでいるかもしれません。子育て中の皆さん、子育て支援センターや児童館に集まり、子ども
たちはもちろんお母さん同士も友だちになりませんか？

つどいの広場（対象：市内在住未就園児親子）

　親子が自由に参加
し、一緒に遊びなが
らゆったりと過ごせ
る場を提供します。
また、“つどいの広
場”に参加すること
に よ り、 知 ら な い
人ともかかわりなが

ら、人とふれあう喜びを味わうこともできます。
毎週　月・水・木曜日
時間　午前 � 時 �0 分～午後 � 時
　　　　　　　（児童館は午後 � 時まで）
場所　子育て支援センター、當麻・磐城児童館

年齢別つどい（わんぱく・ひよこルーム）

（対象：市内在住の未就園の 1 歳児・� 歳児）

　同い年の子どもを
もつ親子のつどいで
す。同い年だから思
う子どもの育ちや悩
みなどの情報交換も
できます。親がつな
がれば、子どもも仲
良くなれます。

毎月　第 �・� 金曜日（それぞれ 1 回ずつ）
時間　午前 � 時 �0 分～正午
場所　子育て支援センター、當麻・磐城児童館

キンダーランド（対象：市内在住の未就園の � 歳児）

　集団経験の必要性
を伴う支援です。3
歳児の親子が集まっ
て、うたや体操、製
作、絵本などの活動
を楽しみます。

毎月　第 1・� 金曜日
時間　午前 � 時 �0 分～ 11 時 �0 分
場所　子育て支援センター（教材費必要）

☆ 子育て講演会
　講師の先生から子育てに関する話を聞いたり、ア
ドバイスを受けたりすることは、子育てをしていく
中でのヒントになります。
※ 講演会中は、託児をします。

☆ 親子ふれあい遊び
　親子で簡単に楽しめる遊びを講師の先生に教えて
もらいながら、親子のふれあいを楽しみます。

☆ 親子クッキング（� 歳児対象）
　身近な食材を使って子どもが喜びそうな料理を親
子で作って試食もします。

※つどいの広場・年齢別つどいは、子育て支援セン
ター、當麻・磐城児童館で行っています。

お話を楽しむ日 午前 10 時 30 分から
5 月 11 日（月）磐城児童館
5 月 13 日（水）子育て支援センター

童謡を楽しむ日　午前 10 時から
5 月 18 日（月）子育て支援センター

◎詳しくは、
　葛城市子育て支援センター（新庄健康福祉センター内）
 ☎　（69）5241　　ＦＡＸ　（69）5301　まで

つどいの広場 キンダーランド

わんぱくルーム ひよこルーム

� 月～ � 月の予定
月 火 水 木 金 土 日

�
月

1 2 3 4 5
6 7 8 9 10 11 12

13 14 15 16 17 18 19
20 21 22 23 24 25 26
27 28 29 30

�
月

１ 2 3
4 5 6 ７ ８ 9 10
11 12 13 14 15 16 17
18 19 20 21 22 23 24
25 26 27 28 29 30 31



�0広報「 」平成 21 年 4 月号

市役所へのお問い合わせは、新庄庁舎  ☎（69）3001 ／ 當麻庁舎 ☎（48）2811 お知らせ

  指定工事店・責任技術者登録

「まちの達人さん」大募集！

■
「
ま
ち
の
達
人
さ
ん
」
の
目
的
と
は
？

　

こ
の
事
業
は
、
豊
か
な
知
識
・
体
験
・
技
能
な
ど
を
お
持
ち
の
方
々
に
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
と
し
て
学
校
教
育
や
社
会
教
育
の
お
手
伝
い
を
い
た
だ
き
、
本
市
教
育
の
よ
り

一
層
の
振
興
を
図
ろ
う
と
す
る
も
の
で
す
。
そ
し
て
、
健
康
で
生
き
が
い
の
あ
る
明
る

く
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
に
役
立
つ
こ
と
を
目
的
と
し
ま
す
。

　

ま
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

3

：

そ
の
他

⑴
生
涯
学
習
人
材
バ
ン
ク
「
ま
ち
の
達

　

人
さ
ん
」
に
登
録
さ
れ
た
方
を
、
葛

　

城
市
教
育
委
員
会
管
轄
の
学
校
・
社

　

会
教
育
施
設
な
ど
に
紹
介
し
、
そ
の

　

要
請
に
応
じ
て
活
動
し
て
い
た
だ
き

　

ま
す
。
た
だ
し
、
登
録
し
て
い
た
だ

　

い
て
も
す
ぐ
に
活
動
で
き
な
い
場
合

　

も
あ
り
ま
す
の
で
、ご
了
承
く
だ
さ
い
。

⑵
次
の
事
項
に
該
当
す
る
場
合
は
、
登

　

録
で
き
ま
せ
ん
。

・
営
利
を
目
的
と
す
る
こ
と
。

・
特
定
の
政
党
等
の
利
害
に
関
す
る
事

　

業
を
目
的
と
す
る
こ
と
。

・
公
私
の
選
挙
に
関
し
、
特
定
の
政
党

　

お
よ
び
候
補
者
を
支
援
す
る
こ
と
を

　

目
的
と
す
る
こ
と
。

⑶
受
付
は
、
4
月
１
日
（
水
）
か
ら
行

　

い
ま
す
。

◎
詳
し
く
は
、
生
涯
学
習
課
ま
で

1

：

登
録
内
容

⑴
学
校
教
育
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

①
体
験
学
習
支
援

　
（
昔
の
遊
び
の
紹
介
な
ど
、
豊
か
な
体

　

験
・
知
識
・
技
能
を
活
か
し
て
の
授

　

業
支
援
）

②
ス
ポ
ー
ツ
指
導
支
援

　
（
中
学
校
の
部
活
動
の
技
術
指
導
支
援
）

③
学
校
安
全
支
援

　
（
児
童
の
登
下
校
・
校
内
外
巡
視
な
ど
）

⑵
社
会
教
育
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

①
自
主
的
に
活
動
し
て
い
る
市
内
の
団

　

体
や
グ
ル
ー
プ
、
サ
ー
ク
ル
な
ど
の

　

学
習
活
動
の
支
援

　
（
歴
史
・
文
学
・
会
話
・
料
理
・
ス
ポ
ー

　

ツ
・
舞
踊
・
文
芸
・
手
芸
な
ど
）

2
：

登
録
方
法

⑴
市
内
在
住
・
在
勤
の
方
で
登
録
を
希

　

望
の
方
は
、「
生
涯
学
習
人
材
バ
ン
ク

　

登
録
申
込
書
」（
生
涯
学
習
課
備
付
）

　

に
必
要
事
項
を
ご
記
入
の
上
、
葛
城

　

市
教
育
委
員
会
事
務
局
生
涯
学
習
課

～
葛
城
市
生
涯
学
習
人
材
バ
ン
ク
～

葛城市排水設備工事責任技術者の登録申請受付
　■受付期間：4 月 1 日（水）〜 30 日（木）午前 9 時〜午後 4 時（土・日・祝日を除く）
　■受付場所：新庄庁舎 2 階 下水道課
　■要　　件：
 ・過去 5 年以内に指定試験機関が行う排水設備工事責任技術者試験に合格、
 　または更新講習を終了した者。
 ・その他の必要要件は、下水道課にて配布する要領をご覧ください。

葛城市排水設備指定工事店の指定申請受付
　■受付期間：5 月 1 日（金）〜 29 日（金）午前 9 時〜午後 4 時（土・日・祝日を除く）
　■受付場所：新庄庁舎 2 階 下水道課
　■要　　件：
 ・葛城市に登録している専属の排水設備工事責任技術者を有していること。
 ・奈良県内に営業所に相当する店舗を有していること。
 ・工事の施工に必要な設備および器材を有していること。
 ・その他の必要要件は、下水道課にて配布する要領をご覧ください。
 ※いずれの申請も、下水道課備え付けの申請用紙および添付書類が必要です。

◎詳しくは、下水道課まで
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防
火
ポ
ス
タ
ー
入
賞
者
決
ま
る

　

春
季
火
災
予
防
運
動
の
行
事
の
一
環

と
し
て
、
小
・
中
学
校
の
児
童
・
生
徒

を
対
象
に
防
火
ポ
ス
タ
ー
を
募
集
し
ま

し
た
。（
応
募
数　

9
5
3
点
）

　

審
査
の
結
果
、
次
の
皆
さ
ん
が
入
賞

さ
れ
ま
し
た
。（
敬
称
略
）

※
学
年
は
、
平
成
21
年
3
月
現
在

住
宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置
し
ま
し
ょ
う
。（
平
成
21
年
5
月
31
日
ま
で
）

▽▼ 119 コーナー▲△
　　平成 21年 2月中　　火災… 1 件　救急…   91 件　救助… 1 件
　　平成 21年の累計　　火災… 1 件　救急… 211 件　救助… 3 件

全
国
春
の
交
通
安
全
運
動

　

4
月
6
日
（
月
）
か
ら
15
日
（
水
）

に
か
け
て
、
春
の
全
国
交
通
安
全
運
動

が
実
施
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
運
動
を
通
し
て
、「 

交
通
事
故

の
な
い
、や
す
ら
ぎ
の
、大
和
路
づ
く
り
」

を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
掲
げ
、
葛
城
市
交
通

対
策
協
議
会
で
は
、
高
齢
者
・
新
入
学

児
童
等
の
交
通
事
故
防
止
等
に
努
め
る

た
め
、
交
通
ル
ー
ル
の
理
解
と
交
通
マ

ナ
ー
の
向
上
に
向
け
、
次
の
事
項
に
つ

い
て
啓
発
活
動
を
行
い
ま
す
。

①
す
べ
て
の
座
席
で
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と

　

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
正
し
い
着
用

　

の
徹
底

②
自
転
車
の
安
全
な
利
用
の
推
進

③
飲
酒
運
転
の
根
絶
と
ハ
ン
ド
ル
キ
ー

　

パ
ー
の
推
進
啓
発

④
夕
暮
れ
時
と
夜
間
の
交
通
事
故
防
止

　

期
間
中
、
4
月
7
日
（
火
）
に
は
、

葛
城
市
内
の
各
駅
前
に
お
き
ま
し
て
交

通
安
全
街
頭
啓
発
、
4
月
18
日
（
土
）

の
午
後
1
時
30
分
か
ら
、
葛
城
市
役
所

當
麻
庁
舎
前
に
て
自
転
車
の
無
料
点
検

を
行
い
ま
す
。

　

交
通
事
故
の

無
い
明
る
い
社

会
を
つ
く
り
ま

し
ょ
う
。

 

（
生
活
安
全
課
）

特
選
（
�
点
）

　

新
庄
中
学
校　

1
年　

七
井　

莉
央

　

白
鳳
中
学
校　

1
年　

西
川　

哲
男

　

新
庄
小
学
校　

6
年　

佐
竹　

舞
香

　

忍
海
小
学
校　

5
年　

尾
崎　

瑠
架

　

新
庄
北
小
学
校　

6
年　

中
田　

拓
人

　

磐
城
小
学
校　

5
年　

川
口
光
世
莉

　

當
麻
小
学
校　

5
年　

鎌
田　

美
希

入
選
（
�
点
）

　

新
庄
中
学
校　

1
年　

髙
橋　

隆
太

　

白
鳳
中
学
校　

1
年　

上
田　

侑
紀

　

新
庄
小
学
校　

5
年　

田
仲　

美
月

　

忍
海
小
学
校　

6
年　

土
谷　

優
太

　

新
庄
北
小
学
校　

6
年　

北
林　

勇
士

　

磐
城
小
学
校　

6
年　

仲
川　

記
代

　

當
麻
小
学
校　

5
年　

下
村　

奈
穂

佳
作
（
1�
点
）

　

新
庄
中
学
校　

1
年　

高
橋　

亮
子

　

新
庄
中
学
校　

1
年　

若
杉　

彩
佳

　

新
庄
中
学
校　

1
年　

吉
田　

祐
菜

　

白
鳳
中
学
校　

1
年　

竹
田　

陽

　

新
庄
小
学
校　

5
年　

岡
本　

佳
子

　

新
庄
小
学
校　

5
年　

中
川　

裕
貴

　

忍
海
小
学
校　

4
年　

辻
川　

玲
奈

　

忍
海
小
学
校　

6
年　

高
木　

大
地

　

新
庄
北
小
学
校　

4
年　

大
河　

舜

　

新
庄
北
小
学
校　

5
年　

葛
城　

薫

　

磐
城
小
学
校　

5
年　

田
中
歩
実
加

　

磐
城
小
学
校　

6
年　

髙
松　

光

　

當
麻
小
学
校　

4
年　

吉
川　

太
賀

　

當
麻
小
学
校　

5
年　

奥
本
侑
里
香

災害時における緊急物資供給協力協定締結
　3 月 5 日、葛城市は
奈良県農業協同組合
と災害時における緊
急物資供給協力協定
を締結しました。
　これは、行政機関
と民間事業者または
他の行政機関との間

であらかじめ協定書を交わし、災害時における
物的支援についての協力を確保するためのもの
です。この協定により、災害時において被災者
救済に要する食糧・飲料水等を葛城市が奈良県
農業協同組合に要請し、応急措置のための物資
の供給に協力していただきます。
　市では、災害時の応援協力について、民間事
業者等各種団体との協定締結を進めていますの
で、御協力をお願いします。
　災害はいつやってくるか分かりません。皆さ
んも避難用持ち出し袋を準備し、最低 3 日分の
保存食・飲料水の確保を心がけましょう。

（生活安全課）

山
火
事
防
止

標
語

『
見
直
そ
う　

森
の
恵
み
と　

火
の
始
末
』

　

春
本
番
、
ハ
イ
キ

ン
グ
・
ド
ラ
イ
ブ
な

ど
野
山
に
出
か
け
る

機
会
が
多
く
な
る
季

節
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
時
季
は
、
空

気
が
乾
燥
し
、
強
い

風
の
吹
く
日
が
多
く
、
1
年
の
う
ち
で
最

も
山
火
事
が
起
こ
り
や
す
く
な
り
ま
す
。

　

豊
か
な
緑
を
山
火
事
か
ら
守
る
た
め

に
、
一
人
ひ
と
り
次
の
こ
と
を
心
が
け

ま
し
ょ
う
。 

・
た
き
火
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

・
た
ば
こ
の
ポ
イ
捨
て
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

・
火
遊
び
は
や
め
ま
し
ょ
う
。（
消
防
署
）

■
主
な
変
更
内
容

○
障
害
等
級
の
見
直
し

（
下
肢
障
害
に
該
当
す
る
方
）

 

下
肢
不
自
由
（
1
級
か
ら
3
級
の
1

↓

1
級
か
ら
4
級
ま
で
）

 
移
動
機
能
障
害
（
1
級
か
ら
3
級

↓

1
級
か
ら
4
級
ま
で
）

○
経
過
措
置

　

現
在
、
標
章
の
交
付
を
受
け
て
お
ら
れ

る
方
の
標
章
の
有
効
期
限
が
満
了
す
る
ま

で
は
、
新
規
の
標
章
と
み
な
し
ま
す
。

◎
詳
し
く
は
、
高
田
警
察
署

☎
（

22
）

0
1
1
0
ま
で

下
肢
不
自
由
の
障
害
を
有
す
る
方
に

　
　

係
る
駐
車
禁
止
か
ら
の
除
外
措
置
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   毎月 11 日は
   人権を確かめあう日です

奈良県市町村人権・同和問題
啓発活動推進本部
葛城市人権問題啓発活動推進本部

人権人権

毎月 11 日は「人権を
確かめあう日」です。
皆さま、ぜひご参加く
ださい。

「人権を確かめあう日」記念集会
�00� 年集会テーマ

人権尊重・人権の街づくりへの社会的雰囲気や
世論をたかめる県民的機運とうねりをつくろう

♪
♪
♪

か
ぎ
ろ
ひ
夢
バ
ン
ド

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

♪
♪
♪

　

わ
た
し
た
ち
は
奈
良
県
宇
陀
郡

大
宇
陀
町
内
（
現
宇
陀
市
大
宇
陀

区
）
に
勤
務
す
る
教
員
・
保
育
士
、

そ
し
て
在
住
す
る
教
員
（
結
成
当

時
）
で
、
1
9
9
6
年
11
月
に
結

成
し
ま
し
た
。
現
在
は
、
そ
れ
ぞ

れ
の
勤
務
地
に
分
か
れ
て
ま
す
。

　

結
成
の
き
っ
か
け
は
阪
神
大
震

日
時

：

4
月
11
日
（
土
）

　
　

受
付　

午
後
1
時

　
　

開
会　

午
後
1
時
30
分

場
所

：

歴
史
博
物
館

あ
か
ね
ホ
ー
ル

講
演

：

夢
と
出
会
い
と

や
さ
し
さ
と

　
　

～
音
楽
を
通
し
て

人
権
を
学
ぼ
う
～

講
師

：

か
ぎ
ろ
ひ
夢
バ
ン
ド

災
の
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

が
、
あ
る
メ
ン
バ
ー
の
所
属
校
の

保
護
者
に
相
談
が
あ
り
、
趣
旨
に

賛
同
し
協
力
し
て
い
く
こ
と
を
話

し
合
い
ま
し
た
。
集
ま
っ
た
メ
ン

バ
ー
が
音
楽
好
き
で
、
そ
れ
ま
で

も
音
楽
活
動
を
し
て
き
た
経
験
も

あ
り
、
そ
の
こ
と
を
生
か
す
こ
と

で
参
加
し
よ
う
と
い
う
こ
と
に
な

り
、
知
り
合
い
に
も
呼
び
か
け
活

動
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　
「
す
て
き
な
と
も
だ
ち
コ
ン

サ
ー
ト
」
と
い
う
名
の
こ
の
チ
ャ

リ
テ
ィ
ー
は
、
1
9
9
7
年
3
月

に
大
宇
陀
町
か
ぎ
ろ
ひ
ホ
ー
ル
で

開
催
さ
れ
初
ス
テ
ー
ジ
を
ふ
み
ま

し
た
。
こ
の
コ
ン
サ
ー
ト
は
、
趣

旨
に
賛
同
す
る
多
く
の
方
々
の
参

加
や
出
演
の
も
と
行
わ
れ
ま
し
た
。
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妊
婦
一
般
健
康
診
査
の

公
費
補
助
制
度
が
変
わ
り
ま
す
！

　

葛
城
市
で
は
、
妊
娠
期
間
中
の

妊
婦
一
般
健
康
診
査
の
う
ち
5
回

分
の
公
費
補
助
を
実
施
し
て
き
ま

し
た
。

　

今
年
度
は
、
公
費
補
助
の
回
数

を
14
回
に
増
や
し
、
更
な
る
妊
婦

一
般
健
康
診
査
の
拡
充
を
図
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
母
体
や
胎
児
の
健
康

の
確
保
と
少
子
化
対
策
の
一
環
と

し
て
、
妊
娠
と
出
産
に
係
る
経
済

不
安
を
軽
減
し
、
積
極
的
な
妊
婦

一
般
健
康
診
査
の
受
診
を
図
る
た

め
で
す
。

　

な
お
、
既
に
母
子
健
康
手
帳
の

健康増進課／新庄健康福祉センター
☎（��）�000

健康増進課
インフォメーション

　

受
診
票
が
届
い
た
ら
、
予
防

接
種
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。
予

防
接
種
対
象
者
に
は
、
受
診
票

を
送
付
し
ま
す
。

＜

平
成
21
年
度
対
象
者＞

1
期

：

　

生
後
1�
か
月
～
��
か
月
の
児

（
満
1
歳
児
）

�
期

：

　

平
成
1�
年
�
月
�
日
～

　
　

平
成
1�
年
�
月
1
日
生
ま
れ

（
い
わ
ゆ
る
幼
稚
園
等
の
年
長
児
）

�
期

：

　

平
成
�
年
�
月
�
日
～

　
　

平
成
�
年
�
月
1
日
生
ま
れ

（
中
学
校
1
年
生
相
当
年
齢
の
者
）

�
期

：

　

平
成
�
年
�
月
�
日
～

　
　

平
成
�
年
�
月
1
日
生
ま
れ

（
高
校
3
年
生
相
当
年
齢
の
者
）

※
接
種
方
法
に
つ
い
て
は
、
予
診

票
に
同
封
さ
れ
る
案
内
を
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

○
2
期
、
3
期
、
4
期
の
接
種
期

　

間
は
平
成
22
年
3
月
31
日
ま
で

　

と
な
り
ま
す
。
期
間
を
過
ぎ
る

　

と
接
種
費
用
の
公
費
負
担
が
出

　

来
な
く
な
り
、
全
額
自
己
負
担

　

し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま

　

す
の
で
、
な
る
べ
く
早
く
受
け

　

ま
し
ょ
う
。

○
ご
不
明
な
点
が
あ
り
ま
し
た

　

ら
、
新
庄
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

　

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

交
付
を
受
け
た
方
で
、
出
産
予
定

日
が
平
成
21
年
4
月
1
日
以
降
の

方
に
つ
き
ま
し
て
は
、
補
助
券
の

追
加
交
付
を
行
い
ま
す
。（
転
入

さ
れ
て
き
た
方
も
含
み
ま
す
。）　

　

な
お
、
追
加
交
付
さ
れ
る
補
助

券
の
枚
数
は
、
そ
れ
ぞ
れ
で
異
な

り
ま
す
。

　

ま
た
、
昨
年
度
に
引
き
続
き
、

市
民
税
非
課
税
世
帯
に
属
す
る
方

を
対
象
に
、
妊
娠
判
定
受
診
料
の

公
費
負
担
制
度
も
実
施
し
ま
す
。

◎
詳
し
く
は
、

　

新
庄
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
ま
で

予
防
接
種
の
お
知
ら
せ

～
Ｍ
Ｒ
（

麻
し
ん
風
し
ん
混
合
）

予
防
接
種
を
受
け
ま
し
ょ
う
～

ミニ・健康づくりフォーラム
開催！

　住民参加のもとで作成した、健康
なまちづくり計画「きらり葛城 21 〜
イキイキ輝くまちプラン〜」が策定
されて 2 年が経過。さらに多くの方
に計画を知っていただき、自身の健
康意識を高め、自主的・積極的に健
康づくりに取り組んでいけるように、
市内各地区の公民館において「ミニ・
健康づくりフォーラム」を開催して
います。
　その 1 回目を、3 月 9 日に磐城地区
公民館で開催しました。
　当日は 40 人を越えるご参加をいた
だき、地区の役員、健康づくり推進
員やきらり葛城 21 推進パートナーの
皆さんの協力の下、楽しく計画を知
り、自分自身、家族、地域の方々の
健康づくりについて考えることがで
きました。
　 今 後 も、 市 内 の 各 地 区 で ミ ニ・
フォーラムを開催する予定となって
おります。是非ご参加ください。
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文化会館ニュース 新庄文化会館　☎（69）4600
當麻文化会館　☎（48）5000

★　お知らせ　★

新庄文化会館（マルベリーホール）
月　日 催　し　物 入場方法 開演時間 主催者 連絡先

4 月 12 日（日） 歌と踊りの夢舞台　カラオケ発表会 無　料 9:00 〜 18:00 カラオケ喫茶　酔歌 0745 - 69 - 7721

4 月 19 日（日） 新庄中学校吹奏楽部
第５回スプリングコンサート 無　料 14:00 〜 16:00 葛城市立新庄中学校 0745 - 69 - 3301

4 月 26 日（日） 女声コーラス　シェナ　コンサート 無　料 14:00 〜 16:00 女声コーラス　シェナ 0745 - 62-  8760

新庄文化会館（展示室）
期　間 催　し　物 入場方法 展示時間 主催者 連絡先

5 月 1 日（金）
〜 4 日（祝）第 15 回写団葛城写真展 無　料 9:00 〜 17:00 写団　葛城 0745 - 69 - 5945

當麻文化会館（ホール）
月　日 催　し　物 入場方法 開演時間 主催者 連絡先

4 月   4 日（土） ピアノ発表会 無　料 12：30 〜 ペース・メゾット音楽教室 -
4 月   5 日（日） 春・音楽の夢 無　料 13：00 〜 - -
4 月 12 日（日） 第 6 回 JOKO 会　歌謡教室発表会 無　料 10：00 〜 JOKO 会歌謡教室 -

4 月 26 日（日） 日本民謡美多声会　年次大会 無　料 9：30 〜 日本民謡美多声会 0745 - 48 - 2209
【中川冨雄】

5 月 10 日（日） 葛城市文化協会　歌謡発表会 無　料 10：00 〜 葛城市文化協会 -

＊ 都合により一部催し物が変更になる場合がありますので、ご了承ください。
＊ 準備､ リハーサル等での使用に関しては本表に記載しておりません。
＊ 詳細については主催者にお問い合わせください。

★　催し物のご案内　（4月 1日〜 5月 10日）　★

は休館日

新庄文化会館
當麻文化会館

 1  2  3  4  5  6  7  8  9 101112 15161713

水 木木 金 土 日 木木 金火 水 火 水月 土 日 月 金 火 火土 水 木木 金 土 木木 金 土日 月 日 水月 日 月 火

1819 2021222324252627282914

 1  2  3  4  5  6  7  8  9 101112 15161713 171819 20212223242526272829

30

3014

 1  2  3  4  5

 2  3  4  5

木

 1

平成21年度

会員募集 受付申込開始
平成 21 年 4 月 1 日

年会費 1,000 円
員

募 集
会

有効期限 : 平成 21 年 4 月 1 日～平成 22 年 3 月 31 日

会員特典
★マルベリーホール主催の公演チケットが、割引で一般発
　売の１週間前より電話にて先行予約できます。
★割引購入枚数は、1 会員につき 2 枚まで。（先行電話予
　約枚数を含む）
★マルベリーホール主催のイベント情報をお送りします。
★當麻文化会館自主事業にも適用します。

【申し込み・お問い合わせ】
　新庄文化会館及び當麻文化会館

【活動内容・入会資格】
★ステージオペレータークラブは、新庄文化会館の催
　しにおいて照明・音響・舞台設備等を実際に裏方と
　して担当しています。また、積極的に「ミュージッ
　クフェスティバル等」の企画・演出にも携わってい
　ただきます。
　こうした舞台芸術に興味があり、一緒に感動を味わっ
　てみたい方の参加をお待ちしております。
★16 歳以上で性別・経験は問いません。

【申し込み・お問い合わせ】
　新庄文化会館及び當麻文化会館

ステージオペレーター募集

　ステージオペレータークラブでは、ホールの催
しに欠かせないスタッフを募集しています。
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催
し
も
の
ご
案
内

映
画
会
の
お
知
ら
せ　

　

日
時

：

4
月
11
日
（
土
）
午
前
10
時
～

　

場
所

：

新
庄
図
書
館
Ａ
Ｖ
ル
ー
ム

 

『
く
ま
の
お
い
し
ゃ
さ
ん
』

 

『
が
ん
ば
れ
ス
イ
ミ
ー
』

お
は
な
し
会
の
お
知
ら
せ 

★
當
麻
図
書
館

　

日
時

：

4
月
19
日
（

日
）
午
後
1
時
30
分
～

　

場
所

：

當
麻
図
書
館
2
階
お
は
な
し
の
部
屋

『
小
さ
い
子
の
た
め
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
』

　

お　

話
…
金
の
と
さ
か
の
オ
ン
ド
リ
と

魔
法
の
ひ
き
う
す

　
パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー

…
ね
ず
み
く
ん
の
チ
ョ
ッ
キ

『
大
き
い
子
の
た
め
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
』

　

お　

話
…
一
寸
法
師

　

絵　

本
…
い
ち
ご
ば
た
け
の

ち
い
さ
な
お
ば
あ
さ
ん

★
新
庄
図
書
館

　

日
時

：

4
月
25
日
（

土
）

午
後
2
時

　

場
所

：

新
庄
図
書
館
お
は
な
し
の
部
屋

『
小
さ
い
子
の
た
め
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
』

　

手
袋
人
形
…
ぶ
た
が
ぶ
た
れ
た

　

大
型
絵
本
…
は
ら
ぺ
こ
あ
お
む
し　

　
エ
プ
ロ
ン
シ
ア
タ
ー

…
3
び
き
の
や
ぎ
の
ガ
ラ
ガ
ラ
ド
ン

『
大
き
い
子
の
た
め
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
』

　

お　

話
…
和
尚
と
小
僧
～
あ
め
は
毒
～

　

絵　

本
…
ぼ
く
は
あ
る
い
た

ま
っ
す
ぐ
ま
っ
す
ぐ

＊
お
は
な
し
が
始
ま
る
と
へ
や
に
入
れ
ま

せ
ん
。
時
間
に
間
に
合
う
よ
う
に
お
越
し

く
だ
さ
い
。

①草庵に暮らす   榊莫山    ●新庄・當麻図書館
②ときどきメタボの食いしん坊 出久根達郎   ●新庄・當麻図書館
③働く女の人間関係の新ルール 有川真由美   ●新庄図書館
④はるじゃのばけつ   白土あつこ   ●新庄・當麻図書館
⑤たんじょうびはきのうえで きむらゆういち  ●新庄・當麻図書館
⑥ハリーとしわくちゃ団  アラン・テンパリー  ●當麻図書館

図書館だより 新庄図書館　☎（69）4646
當麻図書館　☎（48）6000

★　新着図書のご案内　★
新着図書は、ほかにもいろいろあります。
紙面に限りがありご紹介できませんが、ご来館の上、
ぜひご覧ください。また、ホームページでもご覧いた
だけます。

① ② ③ ④ ⑤ ⑥

連
続
講
座 

第
２
・
３
回 

参
加
者
募
集

紙
芝
居
講
座

日　

時

‥

①
4
月
18
日
（
土
）

　
　
　
　

②
5
月
30
日
（
土
）

午
後
2
時
～
3
時
30
分

　
（
な
る
べ
く
2
回
連
続
で
お
申
し

　
　

込
み
く
だ
さ
い
）

講　

師

‥

宗そ
う
み
や宮　

圀く
に
こ子 

氏

（
京
都
児
童
文
化
研
究
所
研
究
員
）

場　

所

‥

新
庄
図
書
館
学
習
室

対　

象

‥

大
人

ブ
ッ
ク
ラ
リ
ー
開
催

　

當
麻
図
書
館
で
は
、「
子
ど
も
読

書
の
日
」
に
読
書
に
親
し
ん
で
い
た

だ
こ
う
と
、
4
月
3
日
～
6
月
29
日

の
期
間
ブ
ッ
ク
ラ
リ
ー
を
開
催
し
ま

す
。
学
年
別
に
設
け
た
コ
ー
ス
の
対

象
図
書
を
読
ん
で
、
ク
イ
ズ
に
答
え

る
も
の
で
す
。
完
走
者
に
は
認
定
書

と
記
念
品
を
贈
呈
し
ま
す
。
ふ
る
っ

て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

特
別
貸
出
の
お
知
ら
せ

　

4
月
23
日
の
子
ど
も
読
書
の
日

に
ち
な
み
、
4
月
18
日
（
土
）
～

5
月
10
日
（
日
）
の
期
間
、
貸
出

冊
数
を
お
一
人
10
冊
ま
で
に
増
冊

し
ま
す
。
子
ど
も
さ
ん
は
も
ち
ろ

ん
、
大
人
の
方
も
ご
一
緒
に
こ
の

機
会
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

 新庄図書館
 當麻図書館
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葛
城
市
ぼ
た
ん
祭
期
間
中
の
行
事

　

當
麻
寺
・
石
光
寺
に
は
何
千
本
も
の
多
く

の
牡
丹
が
あ
り
、
こ
の
牡
丹
の
開
花
時
期

に
、
當
麻
寺
参
道
お
よ
び
石
光
寺
周
辺
に
ぼ

ん
ぼ
り
を
設
置
し
祭
の
雰
囲
気
を
演
出
し

ま
す
。
期
間
中
に
は
、
い
ろ
い
ろ
な
催
し
が

実
施
さ
れ
ま
す
。

　

新庄庁舎 ☎（��）�001

當麻庁舎 ☎（��）��11

市役所への
お問い合わせ

  

新
庄
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
お
知
ら
せ

★
燃
え
る
ご
み
の
収
集
日
に
つ
い
て
・
・
・

◎
4
月
29
日
（
水

：

昭
和
の
日
）、
5
月
4

日
（
月

：

み
ど
り
の
日
）、
5
日
（
火

：

こ

ど
も
の
日
）、
6
日
（
水

：

振
替
休
日
）、
は

祝
休
日
で
す
が
、
新
庄
区
域
の
一
般
家
庭
ご

み
収
集
に
つ
い
て
は
平
常
通
り
行
い
ま
す
。

★
不
燃
ご
み
の
収
集
日
に
つ
い
て
・
・
・

◎
5
月
5
日
（
火

：

こ
ど
も
の
日
）
は
祝
日

の
た
め
、
7
日
（
木
）
に
変
更
し
ま
す
。

【
対
象
地
区
】

：

林
堂
・
脇
田
・
忍
海
・
薑
・

新
町
・
南
花
内
・
西
辻
・
南
新
町

★
資
源
ご
み
（
カ
ン
・
ビ
ン
・
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
）
の

収
集
日
に
つ
い
て
・
・
・

◎
5
月
6
日
（
水

：

振
替
休
日
）
は
休
日
の

た
め
、
8
日
（
金
）
に
変
更
し
ま
す
。

【
対
象
地
区
】

：

疋
田
・
南
藤
井
・
寺
口
・

　

暮 

ら 

し

イ
ベ
ン
ト

講 

座  

等

■
祭
り
期
間

：
　

4
月
15
日
（
水
）
～
5
月
15
日
（
金
）

■
主
な
行
事

：

●
4
月
23
日
（
木
）

　
　
「
二
上
山
岳
登
り
」
多
く
の
人
が
山
登

　

り
を
楽
し
み
ま
す
。

　

受
付

：

午
前
11
時
（

新
在
家
大
池
登
山
口
）

●
4
月
26
日
（
日
）

　
　
「
第
4
回
葛
城
の
里
探
訪
」
近
鉄
磐
城

 

春
季
市
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会
開
催

　

葛
城
市
体
育
協
会
で
は
4
月
12
日
（
日
）

か
ら
春
季
市
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会
を
開
催
し

ま
す
。
な
お
、
体
育
協
会
登
録
ク
ラ
ブ
以
外

で
一
般
参
加
で
き
る
種
目
は
次
の
通
り
で

す
。

■
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

　

日　

程

：

4
月
12
日　

予
備
日
19
日

　

会　

場

：

新
町
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

　

参
加
資
格

：

市
内
在
住
在
勤
者

■
テ
ニ
ス

　

日　

程

：

 

（
1
日
目
）
4
月
12
日

　

 

平
成
21
年
度

「
さ
わ
や
か
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
教
室
」
参
加
募
集

　

自
然
と
歴
史
、
文
化
に
ふ
れ
合
う
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ

　

心
身
の
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
と
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。

★
第
1
回
（
市
外
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
）

　

日　

時

：

6
月
7
日
（
日
）

午
前
9
時
か
ら
午
後
4
時
頃

　

コ
ー
ス

：

宇
治
回
遊
コ
ー
ス

★
第
�
回
（
市
外
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
）

　

日　

時

：

11
月
22
日
（
日
）

午
前
9
時
か
ら
午
後
4
時
頃

　

コ
ー
ス

：

吉
野
山
回
遊
コ
ー
ス

★
第
�
回
（
ミ
ス
テ
リ
ー
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
）

　

日　

時

：

平
成
22
年
2
月
28
日
（
日
）

　

コ
ー
ス

：

当
日
ま
で
非
公
開

　

山
田
・
平
岡
・
山
口
・
梅
室
・
笛
吹

◎
詳
し
く
は
、
新
庄
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
ま
で

 

（
2
日
目
）
4
月
19
日

 

（
予
備
日
）
4
月
26
日

　

会　

場

：

當
麻
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

テ
ニ
ス
コ
ー
ト

■
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

　

日　

程

：

4
月
12
日

　

会　

場

：

當
麻
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

ア
リ
ー
ナ

※
参
加
資
格
は
い
ず
れ
も
市
内
在
住
在
勤
者

※
要
項
等
に
つ
い
て
は
、
葛
城
市
ホ
ー
ム

　

ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

◎
詳
し
く
は
、

 

葛
城
市
体
育
協
会
事
務
局

☎
（
48
）
6
6
0
0
ま
で

　

駅
を
出
発
点
と
し
て
ガ
イ
ド
と
と
も
に
、

　

伊
麻
旧
跡
、
綿
弓
塚
、
當
麻
寺
、
傘
堂
、

　

石
光
寺
な
ど
を
訪
ね
ま
す
。（
行
程
約
8

km
）

※
要
参
加
料

※
参
加
希
望
者
の
方
は
、
事
前
申
し
込
み
が

　

必
要
で
す
。

　

当
日
受
付

：

午
前
9
時
か
ら
9
時
30
分

（
近
鉄
磐
城
駅
）

　

解
散

：

午
後
4
時
頃
（
葛
城
市
相
撲
館
）

●
5
月
3
日
（
日
）
～
6
日
（
水
）

　

ど
ひ
ょ
こ
ん
（
土
俵
で
コ
ン
サ
ー
ト
）

●
5
月
10
日
（
日
）

　
「
バ
ー
ド
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
」

●
5
月
14
日
（
木
）

　
「
當
麻
寺
練
供
養
会
式
」

◎
詳
し
く
は
、
相
撲
館　

☎
（
48
）
4
6
1
1
ま
で
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●日時　4 月 9 日（木）第 2 木曜日
　　　　午前 9 時〜正午
　場所　葛城市役所（新庄庁舎）
●日時　4 月 16 日（木）第 3 木曜日
　　　　午前 9 時〜正午
　場所　忍海集会所
●日時　4 月 23 日（木）第 4 木曜日
　　　　午前 9 時〜正午
　場所　當麻文化会館
◎申込　不要（先着順）
お問い合わせ／
 人権政策課・総務財政課  
   ☎（69）3001
 社会福祉協議会
  ☎（48）3373

人権・行政・心配ごと相談

●日時　4 月 16 日（木）第 3 木曜日
　　　　午後 1 時〜 4 時
　場所　葛城市役所（新庄庁舎）
●日時　4 月 23 日（木）第 4 木曜日
　　　　午後 1 時〜 4 時
　場所　當麻文化会館
◎申込　相談（20 分）は予約制
　になっていますので、秘書課ま
　でお申し込みください。
お問い合わせ／秘書課

法律相談

◎申込　相談は予約面談制（30 分）
　ですので、必ず奈良弁護士会（☎ 
　0742(22)2035）に電話で事前
　予約してください。
＊ 日時・場所等は、電話の際ご確
　認ください。
お問い合わせ／奈良弁護士会

中南和法律相談センタ−法律相談

●日時　4 月 5 日（日）・5 月 3 日（日）
　　　　午前 9 時〜正午
　場所　當麻文化会館団体交流室
　連絡先　☎（69）2753
●日時　4 月 25 日（土）
　　　　午後 1 時〜 5 時
　場所　中央公民館会議室
　連絡先　☎（69）2877
お問い合わせ／上記連絡先

または都市整備課

増改築相談

「架空請求や悪質商法」などの消
費生活に関する相談に応じます。
●日時　4 月 13 日（月）
　午前 10 時〜正午・午後 1 時〜 4 時
　場所　當麻庁舎分庁舎 2 階会議室
●日時　4 月 20 日（月）・27 日（月）
　午前 10 時〜正午・午後 1 時〜 4 時
　場所　當麻庁舎分庁舎 1 階会議室
お問い合わせ／商工観光課

消費者生活相談

●日時　4 月 7 日（火）・22 日（水）
　受付　午前 10 時〜 11 時
　場所　新庄健康福祉センター
　内容　血圧測定・尿検査など
※ 健康手帳をお持ちの方はご持参
　ください。
お問い合わせ／健康増進課

健康相談

●日時　4 月 8 日（水）・9 日（木）
　受付　午前 10 時〜 11 時
　場所　當麻保健センター
●日時　4 月 23 日（木）・24 日（金）
　受付　午前 10 時〜 11 時
　場所　新庄健康福祉センター
　内容　血圧測定・尿検査など
※ 身体測定、保健師・管理栄養士に
　よる個別相談
お問い合わせ／健康増進課

乳幼児健康相談

今月の
無料相談

情　報

 

平
城
遷
都
祭
2
0
0
9

　

昨
年
は
10
万
人
近
く
の
来
場
者
を
集
め

た
春
の
ビ
ッ
グ
イ
ベ
ン
ト
「
平
城
遷
都
祭
」。

「
平
城
遷
都
1
3
0
0
年
祭
」
も
い
よ
い
よ

明
年
に
控
え
、
今
年
も
一
層
盛
大
に
繰
り
広

げ
ら
れ
ま
す
。

■
日　

時

：
4
月
24
日
（

金
）

～
26
日
（

日
）

　

前
夜
祭　

24
日
（

金
）

午
後
6
時
～
9
時

　

本　

祭　

25
日
（

土
）

午
前
10
時
～
午
後
5
時

　
　
　
　
　

26
日
（

日
）

午
前
10
時
～
午
後
5
時

■
場　

所

：

平
城
宮
跡

　 ■
申
込
締
切

：

4
月
30
日
（
木
）

　
（
毎
週
火
曜
日
お
よ
び
第
2
・
第
4
水
曜

　

日
は
休
館
日
で
す
。）

■
申
込
場
所

：

當
麻
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

 
 

☎
（
48
）
6
6
0
0

　

ま
た
は
、葛
城
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

 
 

☎
（
69
）
6
9
6
1

■
申
込
書

：

各
申
込
場
所
ま
た
は

葛
城
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

※
各
回
と
も
、
交
通
費
、
入
場
料
等
は
自
己

　

負
担
で
す
。

※
服
装
は
運
動
で
き
る
服
装
で
、
持
ち
物
は

　

昼
食
・
飲
み
物
・
雨
具
・
タ
オ
ル
等
で
す
。

※
参
加
者
に
は
、
ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険

　
（
1
、
6
0
0
円
／
1
人
）
に
加
入
し
て

　

い
た
だ
き
ま
す
。
申
込
み
の
際
、
窓
口
で

　

支
払
っ
て
く
だ
さ
い
。

◎
詳
し
く
は
、
体
育
振
興
課

☎
（
48
）
6
6
0
0
ま
で

  

ご
利
用
く
だ
さ
い

　

葛
城
市
内
に
お
住
ま
い
の
満
60
歳
以
上

の
方
は
、
い
き
い
き
セ
ン
タ
ー
を
ご
利
用
い

た
だ
け
ま
す
。

■
場　
　

所

：

林
堂
1
2
3
番
地

■
利
用
時
間

：
午
前
9
時
30
分
～
午
後
4
時

　
（
入
浴
時
間
は
午
前
10
時
～
午
後
3
時
迄
）

■
休
館
日

：
日
曜
・
祝
祭
日
・
年
末
年
始

■
使
用
料

：

無
料

　
（
但
し
、通
信
カ
ラ
オ
ケ
の
み
1
曲
1
0
0
円
）

■
設
備
概
要

：

お
風
呂
・
囲
碁
・
将
棋
・
イ

　

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・
レ
ー
ザ
ー
デ
ィ
ス
ク

　

カ
ラ
オ
ケ
・
通
信
カ
ラ
オ
ケ
・
テ
レ
ビ
・

　

バ
ン
パ
ー
プ
ー
ル
等

※
な
お
、
当
館
御
利
用
時
に
は
利
用
証
を
ご

　

持
参
の
上
、
受
付
に
か
な
ら
ず
提
示
し
て

　

く
だ
さ
い
。
新
規
利
用
者
・
利
用
証
を
紛

　

失
さ
れ
た
方
は
、
当
館
ご
利
用
時
に
無
料

　

で
利
用
証
を
発
行
致
し
ま
す
。
見
学
だ
け

　

で
も
大
歓
迎
致
し
ま
す
。
是
非
一
度
ご
来

　

館
く
だ
さ
い
。

◎
詳
し
く
は
、
い
き
い
き
セ
ン
タ
ー

☎
（
69
）
6
7
6
1
ま
で

　

そ 

の 

他

◎
詳
し
く
は
、

　
　

平
城
遷
都
実
行
委
員
会
事
務
局

 

（
奈
良
市
役
所
観
光
振
興
課
内
）

☎
0
7
4
2
（
34
）
5
1
3
5 

ま
で
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作
詞　

北
川　

康
宏

	
	

作
曲　

キ
ダ
・
タ
ロ
ー

1 .

昇の
ぼ

る
朝あ
さ
ひ陽
の　

輝
か
が
や
き
が

　

  

大や
ま
と和
の
郷さ
と

を　

包つ
つ

み
込こ

む

　

  

金こ
ん
ご
う剛　

葛か
つ
ら
ぎ城　

二に
じ
ょ
う上
の
峰み
ね

を

　

  

見み

あ上
げ
て
育そ
だ

つ　

若わ
か

い
夢ゆ
め

　

  

緑み
ど
りの
風か
ぜ

も　

爽さ
わ

や
か
に

　

  

明あ

す日
へ
旅た
び
だ立
つ　

葛か
つ
ら
ぎ城
よ

2 .

燃も

え
る
思お
も

い
と　

微ほ
ほ
え笑
み
が

　

  

大や
ま
と和
の
郷さ
と

に　

幸さ
ち

を
呼よ

ぶ

　

  

誰だ
れ

も
が
や
す
ら
ぐ　

憩い
こ

い
の
街ま
ち

に

　

  

色い
ろ

も
優や
さ

し
い　

二に
り
ん
ぎ
く

輪
菊

　

  

心こ
こ
ろの
糸い
と

を　

結む
す

び
合あ

い

　

  

明あ

す日
を
見み

つ
め
る　

葛か
つ
ら
ぎ城
よ

3 .

巡め
ぐ

る
季き
せ
つ節
の　

彩
い
ろ
ど
り
が

　

  

大や
ま
と和
の
郷さ
と

を　

染そ

め
て
ゆ
く

　

  

遥は
る

か
な
歴れ
き
し史
の　

旅た
び
じ路
の
跡あ
と

を

　

  

現い

ま在
に
伝つ
た

え
る　

来ら
い
ご
う
え

迎
会

　

  

希き
ぼ
う望
の
鐘か
ね

を　

響ひ
び

か
せ
て

　

  

明あ

す日
へ
翔
は
ば
た
く　

葛か
つ
ら
ぎ城
よ

葛城市歌「緑の風」の携帯電話向け配信をしています。

下記 URL または QR コードより携帯電話でアクセスしてください。

 http://www.city.katsuragi.nara.jp/indexk.html

※ 機種によってはダウンロードしていただけない場合がありますので、　 
ご了承ください。

※オリジナル CD を希望される方は、新庄庁舎 3 階 企画調整課にて
500 円で販売しています。
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葛
城
市
ふ
る
さ
と
探
訪　

1

『
二
上
山
岳だ
け

登
り
』

　

毎
年
4
月
23
日
は
二
上
山
麓
周
辺
地
域
の
人
々
が
岳
登
り
と
称

し
て
、
二
上
山
へ
登
る
伝
統
的
な
行
事
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
歴
史

は
古
く
、
江
戸
時
代
に
出
版
さ
れ
た
「
西
国
三
十
三
所
名
所
図
会
」

と
い
う
書
物
に
は
、
旧
暦
の
3
月
23
日
に
隣
村
の
老
若
男
女
が
険

し
い
山
道
を
こ
と
と
も
せ
ず
に
二
上
山
上
に
戯
れ
登
り
、
群
集
し

た
こ
と
な
ど
が
記
さ
れ
て
い
て
、
当
時
も
盛
況
だ
っ
た
こ
と
を
伝

え
て
い
ま
す
。

　

現
在
は
二
上
山
美
化
促

進
協
議
会
主
催
の
美
化
促

進
運
動
と
重
ね
て
、
葛
城

市
、
香
芝
市
、
太
子
町
の

児
童
や
大
人
達
が
清
掃
活

動
も
か
ね
て
登
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

　

な
お
、
岳
登
り
の
名

称
に
つ
い
て
は
、
二

上
山
の
こ
と
を
古
く
は

「
二に

じ
ょ
う
が
だ
け

上
ヶ
嶽
」
と
も
呼
ば
れ

て
い
た
こ
と
に
由
来
す
る

も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

（
歴
史
博
物
館
）


